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開会 午前１０時００分 

 

◎開会の宣告 

○議長（鈴木和江君） ただいまの出席議員は15名であります。 

  定足数に達しておりますので、ただいまから平成25年第４回那珂川町議会定例会を開会い

たします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○議長（鈴木和江君） 直ちに本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（鈴木和江君） 本日の議事日程につきましては、お手元に配付したとおりであります

ので、ごらん願います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（鈴木和江君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により、４番、鈴木雅仁君及び５番、益子明

美さんを指名いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（鈴木和江君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 
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  お諮りします。 

  今期定例会の会期は本日から17日までの13日間としたいと思いますが、これに異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（鈴木和江君） 異議なしと認めます。 

  よって、今期定例会の会期は、本日から17日までの13日間とすることに決定いたしまし

た。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（鈴木和江君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  まず、国の関係機関への意見書提出依頼として、栃木県町村議会議長から道州制導入に反

対する意見書についてが議長宛てにありました。この件につきましては議会運営委員会に諮

り、取り扱いについて協議しましたが、所管する総務企画常任委員会で意見書を調整し、今

期定例会で議案を提出することにいたしました。 

  次に、前期定例会から今期定例会までの報告をいたします。 

  詳細はお手元に配付してある報告のとおりですが、主なものを申し上げます。 

  ６月25日、南那須地区広域行政事務組合議会の平成25年第２回臨時会が開催され、南那

須地区広域行政事務組合職員の給料の臨時特例に関する条例の制定についてのほか、し尿処

理施設基幹改良整備工事契約金額６億2,050万8,000円の工事請負契約の締結についての２

議案が審議され、原案のとおり可決いたしました。 

  また、行財政対策調査特別委員会の指名がありました。広域議会議員全員が委員となり、

組合の重要課題として消防組織の再編、ごみ処理施設の延命化及び那須南病院の経営健全化

などについて、行財政対策の視点から事業の実態を把握し調査研究を行っていくこととなり

ました。 

  ６月27日、栃木県町村議会議長会第１回議長会議研修会が宇都宮市で開催され、私が出席

いたしました。 

  ５つの町議会で議長改選があり、これに伴う役員異動のほか、ＴＰＰに関する緊急声明や

道州制導入に関する緊急声明など、６件の全国町村議会議長会要望等について報告がありま
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した。 

  ７月１日から３日にかけて、議員行政調査を実施いたしました。 

  今回の行政調査は、姉妹都市である愛荘町を訪問し、両町議会の交流もあわせ、住民票等

のコンビニエンスストアでの発行について、給食センターにおける食育の取り組みについて

及び議会改革の状況についてを調査いたしましたが、大変有意義な行政調査になったかと思

います。 

  ことに、愛荘町が平成23年度に建設した給食センターは、独立したアレルギー対策の調理

室を設置して、食物アレルギー対象児童の安全を図るとともに、施設の名称を学校給食セン

ターではなく、あえて給食センターとし、一般町民も対象にした食育の発信基地として活動

していることに共感を覚えたところでございます。 

  また、７月３日に三重県鳥羽市議会を訪問し、議会基本条例制定までの経緯や議会報告会

の実施状況を調査してまいりました。 

  ８月21日には、栃木県議会県土整備委員会の現地調査が行われ、町議会から正副議長と産

業建設常任委員長が同席し、国道294号小川南バイパスの進捗状況と、今後の延長計画を調

査いたしました。 

  次に、常任委員会の所管事務調査について報告いたします。 

  ７月11日に総務企画常任委員会が、７月12日に教育民生常任委員会、７月17日に産業建

設常任委員会の所管事務調査を実施し、昨年度の主な事務事業や公共施設の運営状況などを

調査いたしました。 

  その結果、各常任委員会から合わせて14項目の意見・要望が提出され、これらは文書をも

って執行部に報告したところでございます。執行部におかれましては、意見・要望に対する

検討と対応をよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、平成24年５月７日に設置した庁舎建設並びに消防庁舎建設検討特別委員会ですが、

８月９日に開催した第16回委員会をもって調査を終了し、今期定例会において特別委員長が

調査結果の報告をすることになっております。 

  以上、主な議会活動事項を述べまして、諸般の報告といたします。 

  以上で、諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎行政報告 

○議長（鈴木和江君） 日程第４、行政報告を行います。 

  町長の発言を許可いたします。 

  町長。 

〔町長 大金伊一君登壇〕 

○町長（大金伊一君） 皆さん、おはようございます。 

  平成25年第４回定例会にご出席をいただき、大変ありがとうございます。 

  開会に当たり、６月定例会以降の行政報告を申し上げたいと思います。 

  ６月24日から30日までの７日間、姉妹都市であるアメリカのホースヘッズ村から11名の

親善訪問団が来町し、町民との交流を深めました。団員は、学校の授業や部活動に参加した

ほか、浴衣の着つけや茶道、陶芸、うちわづくりなどを体験し、日本文化を堪能しました。 

  ７月25日には、アフリカの在日セネガル共和国大使ブーナ・セム・ディウフ大使が来町い

たしました。昨年度末の消防自動車２台の廃車に当たり、セネガルに寄贈したものでござい

ます。今回はそのお礼のため来町をされました。 

  続いて、滋賀県愛荘町中学生との姉妹都市交流事業について報告をいたします。 

  ８月17日から20日までの４日間、愛荘町の中学生10名と事務局と合わせて14名が来町し、

馬頭中及び小川中生徒との交流が行われました。特に、今回はテーマ「あおい琵琶湖」と題

する環境問題について意見交換するなど、有意義な交流ができたものと思っております。 

  また、８月１日、２日の２日間にわたって、那珂川町職員７名が秋田県美郷町に職員事務

研修に行ってまいりました。それぞれ担当部署ごとに事務事業に具体的な取り組みについて

意見交換が行われ、今後の事務執行に参考となるものと期待をしております。職員にとって

刺激になり、継続して取り組むことが大変重要であると思っております。 

  ８月６日には、馬頭総合福祉センターで県と町主催による県営馬頭最終処分場計画変更に

係る町民説明会が開催され、町民約150人が参加をいたしました。これは、事業区内の縮小

や搬入路の変更などに伴い、福田知事みずから出席し開催したもので、町民からの質疑等に

応じたものでございます。 

  ８月７日には、那須烏山市長と法務省を訪問し、宇都宮地方法務局烏山支所の存続を求め

る要望活動を行いました。あわせて、本県選出の国会議員に対しても要望をいたしました。 

  烏山支所は、平成26年６月を目途に那須烏山市は本局へ、那珂川町は大田原支局へ分割統

廃合される計画であり、この案を撤廃し、引き続き烏山支所を存続させるよう要望してまい
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りました。 

  また、26日には、栃木県農山村地域振興議員の会及び栃木県中山間地域活性化推進協議会

が合同で県知事と県議会議長に対し、来年の予算について中山間地域における各種支援を要

請してまいりました。 

  第３回県指定廃棄物処理促進市町村長会議が８月27日に開催されました。環境省の井上環

境副大臣は、県内に保管されている指定廃棄物は県内での処理が不可欠であり、国の責任に

おいて処理すると話し、県内処理を前提に議論を進めていくこととなりました。今後の国の

動向を注視してまいりたいと思っております。 

  ５月の連休に小砂地区で美しい景観の保護などを目的とする日本で最も美しい村登録を目

指し、ＫＥＡＴ小砂環境芸術祭が開催されましたが、８月29日に日本で最も美しい村連合の

加盟審査の結果、加盟が決定をし、10月４日、島根県海士町で開催される総会の議決を経て

正式加盟となることがわかりました。この加盟は、小砂地区はもとより、当町にとっても大

変名誉であり、新たな観光資源として国内外にアピールできるなど、観光ＰＲにつながるも

のと期待を寄せているところであります。 

  さて、馬頭ウィングスポーツ少年団が８月１日、11日の２日間にわたって、北海道帯広市

で開催された第５回ミズノカップ東日本小学生ソフトボール大会で見事準優勝しました。24

日、その祝賀パレードが行われ、役場前で報告会がありました。また、コーラス藍が８月25

日、大阪市で開かれた第36回全日本おかあさんコーラス全国大会に関東支部代表で出場し、

全国大会初出場にもかかわらず、優秀賞に当たるひまわり賞を受賞しました。これらの活躍、

受賞は、関係者の熱心な指導や会員の日ごろの練習のたまものであり、町民の誇りとなるも

ので、大変うれしく思っております。 

  終わりに、本定例会には、報告事項２件、議案では人事案件のほか条例の制定や改正、25

年度補正予算など13議案を提出しております。 

  また、平成24年度一般会計歳入歳出決算と認定９件を提出しておりますので、よろしくご

審議くださいますようお願い申し上げます。 

  本年の残暑は大変厳しく、農作物への影響を懸念されますし、体調にも気を遣うことであ

りますが、今月21日からは秋の交通安全県民総ぐるみ運動が展開されます。議員各位におか

れましても、なお一層の交通安全意識の向上にご協力くださいますようお願い申し上げまし

て、行政報告といたします。 

○議長（鈴木和江君） 以上で行政報告を終わります。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（鈴木和江君） 日程第５、一般質問を行います。 

 

◇ 益 子 明 美 君 

○議長（鈴木和江君） ５番、益子明美さんの質問を許可します。 

  ５番、益子明美さん。 

〔５番 益子明美君登壇〕 

○５番（益子明美君） おはようございます。 

  ５番、益子明美です。質問通告に基づき、３項目について質問いたします。まず、執行部

の建設的な答弁を期待いたします。 

  私は、３月議会の一般質問においても、在宅における医療と介護の充実を求めて質問させ

ていただきました。それは、自分らしい老いと終末を迎えるために選択できる医療と福祉が

なくてはならないということが１つ理由としてあり、また、少子高齢化の急速な進行と国に

おける医療サービス提供体制の制度改革に伴う医療計画制度の見直しに対応し、準備すると

いうためのことでもありました。 

  栃木県では、平成25年度からの保健医療計画の中で、全ての医療圏で当然この県北医療圏

でも、既存病床数が基準病床数を上回るとしています。つまり、高齢化に伴い病気にかかる

人はふえても、病院のベッド数はふえないということです。高度医療を受けた人でも早い段

階で在宅医療へと切りかえさせられるということ、介護も同じように、高齢者は増加するの

に施設はふえない、ふやせない現状があり、行き場を失った医療・介護を必要とする住民が

出現する時代は目前に迫っています。 

  そこで、何としても在宅での療養生活のサポートとより充実した介護のために、訪問看護

ステーションの設置が早急に必要であると考え、質問いたします。 

  まず、先日、３月の一般質問で提案させていただきましたことを取り上げていただき、民

生委員さんの研修会で那須烏山市の訪問看護ステーションあいの横山さんに話をしていただ

きました。課長も出席されていましたが、どんな感想をお持ちになったのかお伺いいたしま

す。 
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  町としても、在宅医療・介護の充実のため、訪問看護ステーションの必要性は認識されて

いると考えております。マンパワーが整い、需要の見込みが立ち次第、サテライト施設の設

置は可能であるという話を横山さんから聞いておりますが、町としては積極的に開設のため

に準備に向けて話し合うという考えはないかお伺いいたします。 

  次に、いわむらかずおさんの絵本づくりの授業を何らかの形で継続することはできないか

お伺いいたします。 

  ８年間にわたり、小川南小で指導してくださったいわむらかずおさんの絵本づくりの総合

学習の授業が小川南小の小川小への統合により終了となってしまう予定であります。この８

年間に及ぶ授業の成果はすばらしいものがあり、ほかにはない、那珂川町ならではの特色あ

る授業でもあります。先日、８月９日から13日まで、広重美術館視聴覚ギャラリーで行われ

たいわむらかずおと小川南小の子供たちの手づくり絵本展には708名というたくさんの方々

が訪れ、アンケートには賞賛の声が多数寄せられました。町長と教育長もごらんいただいた

かと思いますが、どのような感想をお持ちになったかお伺いいたします。 

  人数的な関係で、小川小へと継続することは少し難しい状況であると考えますが、大変貴

重な学びの場として、子供たちにはできることならもっとこの授業を受けさせてあげられた

らと願いますし、アンケートでも、ことしで終わってしまうのは大変残念、すばらしい取り

組みであるので、うちの学校でもやってほしい、この体験ができた子供たちがうらやましい

と多くの継続を望む声が上がっております。 

  例えば、町の児童全体を対象に人数を決めて公募して、生涯学習の場として継続していく

考えはないか、あるいは町独自の考えがあるのかお伺いいたします。 

  ３番目として、観光客増加、交流人口増加のための施策についてお伺いいたします。 

  茨城交通が４月から東京秋葉原と笠間、益子を結ぶ高速バス、関東やきものライナーを走

らせています。１日４往復だったこの高速バスは好評のため９月から増便されています。益

子町では、観光客の足を確保して交流人口の増加を図っています。また、県を越えて、笠間

市と益子町が協議会を設立し、さらなる東京からの交流人口増加を目指して協力し合ってい

ます。新しい視点、考え方が観光客の増に結びついていると感じますが、那珂川町の施策に

ついてお伺いいたします。 

  現在の那珂川町の商工観光課や観光協会で行っている観光客増加のための施策はどのよう

なものがあり、その効果はどのくらいあるでしょうか。 

  茨城交通が行っている高速バス運行でありますが、例えば町から民間の交通会社へ働きか
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け、姉妹提携をしている豊島区、池袋などから高速バスを走らせるなどの提案、または相談

をすることはできないのかお伺いいたします。他地域と連携することにより、よりメリット

が増す観光事業であると考えますが、現在、八溝山定住自立圏構想の中で、観光の連携につ

いて話し合われているのでしょうか。また、那須町や大子町、あるいは益子町など、それぞ

れ美術館、温泉、陶芸を共通点として連携などしていく考えはないかお伺いいたします。 

  今、観光を考えたとき、メーンターゲットは30代から40代の女性であるという話を益子

町の観光協会の方から聞いてまいりました。若い女性に好まれるための観光地としてのポイ

ントはどういうところにあるのか考えるべきではないでしょうか。女性の視点を生かしたパ

ンフレットづくりや情報発信の仕方を考えてはいかがかと思いますので、町の考えをお伺い

いたします。 

  以上、最初の質問といたします。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

〔町長 大金伊一君登壇〕 

○町長（大金伊一君） 益子議員の質問の１項目、訪問看護ステーションの件についてお答え

いたします。 

  民生委員児童委員協議会の研修は、８月20日、小川総合福祉センターにおいて那須烏山市

の訪問看護ステーションあいの管理者である横山さんを講師に招き、訪問看護についてをテ

ーマに開催したものであります。訪問看護は、医師の指示のもと看護師が訪問することで、

病気や障害の発症や重症化を防ぐとともに、生活の質が向上できるよう予防支援からみとり

まで支えるものであると認識をしております。 

  国では今後、在宅での医療や介護を推進していく方針であり、県でも本年度各地区の健康

福祉センターに在宅医療推進支援センターを設置し、在宅医療・介護の支援を図っていると

ころから、訪問看護ステーションの果たす役割は今後さらに増大するものと考えております。 

  町の介護保険第５期事業計画の中では、訪問看護は微増で推移する見込みとなっておりま

すが、具体的な整備の目標までは設定をしておりません。しかしながら、その必要性につい

ては十分認識しておりますので、今後の国・県の動向や、近隣市町の取り組み状況を考慮し

つつ、訪問看護に対する需要等を把握した上で、関係機関との協議を行いながら検討してま

いりたいと考えております。 

  また、訪問看護ステーションあいに限らず、那珂川町で起業しようと考える事業者に対し

ましては町としても積極的に支援をしてまいりたいと考えております。 
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  なお、研修会の感想については出席しておりませんので、課長に答弁をさせます。 

  次に、いわむらかずおさんと小川南小学校の絵本づくりに関する感想についてお答えいた

します。 

  私も広重美術館で開催された絵本展示を２回ほど拝見させていただきました。大変すばら

しい絵本でありまして、とても小学生がつくったものとは思えないほど立派なものでありま

した。小川南小学校の児童たちが自然と触れ合い、自然とつながってきた渾身の絵本であっ

たと思います。指導いただいたいわむら先生を初め後援会の皆さん、学校関係者の皆様には

敬意を表するものであります。 

  この絵本づくりを通じて、児童たちはみずから学び、みずから考え、みずから判断できる

生きる力を身につけたものと思います。さらに、感受性豊かで創造性に富むものであること

が、この絵本を見て感じられました。私としても何らかの方法で絵本づくりが継続できない

ものかと思っております。 

  次に、観光客増加、交流人口の増加のための施策についての質問にお答えしたいと思いま

す。 

  第１点目の観光客増加のための施策についての質問でありますが、町では、豊かな緑、清

流、田園などを保全し、自然を生かした心安らぐ観光地の形成を推進するとした振興計画に

基づき、温泉施設、キャンプ場、公園などの観光施設の整備やＰＲに努めているところであ

ります。また、アユ、温泉トラフグ、八溝そば、八溝ししまるなどの観光特産品のＰＲによ

り、誘客の努めております。 

  これからのＰＲの方法として、パンフレットや冊子を作成し、東京ソラマチのとちまるシ

ョップイベント、なかがわ水遊園のイベント、観光交流都市である豊島区へのイベント、水

戸藩味な城下町まつり等に積極的に参加し、配布しているところであります。観光協会にお

きましても、これらのイベントに積極的に参加していただいているほか、アユとマスのつか

み取りや、写真コンテストなどの独自の事業を展開しております。また、ＪＲの駅や県内外

の道の駅へパンフレットを配布するなど、積極的にＰＲに取り組んでいます。 

  これらの効果でありますが、市町村別観光客宿泊数調査結果の推移から見ますと、東日本

大震災で落ち込んだものの増加傾向にあることから、引き続きＰＲ事業を展開していきたい

と考えております。 

  続きまして、２点目の交通会社への相談、３点目の他地域との連携事業についてでありま

すが、誘客により交流人口の増加を図るためには、広域的なエリアで観光資源を集積して、
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性別や年代別にターゲットを絞った観光ルートを構築して、いろいろな客層の需要に対応す

ることが必要であると考えております。このことから、現在、やすらぎの栃木路共同宣伝協

議会において進めているＪＲ東日本重点販売地域指定による誘客イベントのための会議に積

極的に参加しているところであります。また、八溝山周辺地域定住自立圏構想においても、

協定の締結が前提ではありますが、圏域内の観光スポット、体験観光、グルメ、開花情報等

を季節ごとに旅行業者に売り込むために仕組みづくりを提案しているところであります。さ

らに、ＦＩＴ構想推進協議会事業の推進など、近隣市町と連携することは重要と考えており

ます。 

  なお、やすらぎの栃木路共同宣伝協議会の事業の一環として、水戸市内を走る茨城交通の

社内広告を年間を通じて掲載しているほか、観光キャラバンに参加し、茨城県や埼玉県の旅

行代理業者へのＰＲ活動を展開しているところであります。 

  ４点目のターゲットを絞った情報発信ですが、若い女性に限らず、観光地としてのポイン

トに食と花があると考えています。宇都宮メディア・アーツ専門学校などの産学官連携によ

り作成した那珂川町特産品ガイドなか通や那珂川町るるぶは、ポイントを絞った冊子として

好評を得ているものであります。これらの活用をさらに充実させ、観光ＰＲにつなげていき

たいと考えております。ご提案のパンフレットづくりや情報発信の方法について、さらに研

究を進めてまいりたいと考えております。 

  以上であります。 

○議長（鈴木和江君） 教育長。 

〔教育長 小川成一君登壇〕 

○教育長（小川成一君） 皆さん、おはようございます。 

  それでは、益子議員の２点目のいわむらかずおさんの絵本づくりの授業を何らかの形で継

続できないかという質問にお答えいたします。 

  初めに、感想ですけれども、私も展示期間中に３回ほど足を運ばせていただきました。小

川南小学校教職員、いわむらかずお後援会会員、それから保護者や児童の皆さんのお骨折り

で、すばらしい展示会であったと感じました。展示された絵本は一人一人の児童の個性を最

大限に尊重して活動した結果であり、子供たちは世界に１冊しかない自分だけの絵本ができ

上がり、それを展示し、多くの方たちに見て感じてもらって、さぞ満足したことと思います。 

  この絵本づくりは総合的な学習の時間の授業内容の１つとして、自然や生き物との触れ合

いを通して共感、感動、感謝の３つの心を養うことを目的とし、いわむらかずお先生の多大



－13－ 

なご協力、ご支援を得ながら、８年間にわたり行ってきた活動です。子供たちは自然と向き

合い、自然とのつながりを大事にした体験活動を通して、自分なりの観察力、企画力を発揮

してこつこつと努力し、１冊の本を完成させます。でき上がった作品のすばらしさはもちろ

んですが、この過程の中で培われた豊かな心など、生きる力の育成に大いに役に立った活動

であると考えております。ご指導、ご協力をいただきましたいわむら先生をはじめ、この活

動に携わってこられた小川南小学校の先生方に感謝申し上げます。 

  ２点目の絵本づくり活動の継続についてお答えいたします。 

  来年３月をもって小川南小学校は閉校となりますので、ほかの方法で何とか継続してまい

りたいと思いますが、小川小学校がだめなら別の学校でということにはなかなかいかない面

があります。それは、議員ご承知のとおり、学校での活動は校長の学校経営方針の考え方に

基づき、全職員が共通理解し、教育課程を編成し、指導計画を立てて実施していくものだか

らです。ほかの方法で考えられるのは、議員のおっしゃるように、生涯学習の場で青少年教

育の１つの方策として町全体の子供たちを対象に募集し、実施していく方法です。また、行

政が直接かかわるのではなく、後援会を中心としたボランティア団体を組織し、町民の力で

活動していく方法も考えられます。 

  いずれにしても、小川南小学校では１冊の絵本を完成させるために自然観察活動と絵本づ

くり活動を合わせると年間50時間を超える時間を要しています。那珂川町にしかないであろ

うこのすばらしい活動を継続していくためにどんな方法が考えられるか、教育委員会はもち

ろんのこと、関係者等で検討してまいりたいと考えています。 

  何かよいアイデアがございましたら、ぜひアドバイスをお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（鈴木和江君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） 民生委員児童委員協議会研修会の感想につきましては、出席

した私のほうからお答えしたいと思います。 

  訪問看護ステーションあいの横山さんの研修講話に出席しての率直な感想を申し上げます

と、訪問看護に関して住民の理解と認識、これにつきましてはまだまだ不足しておりまして、

そのために潜在的な需要はあるものの、実際の利用が少ないということを再認識するととも

に、今後利用を促進するためには普及啓発活動を強化する必要があること、そして地域医療、

とりわけかかりつけ医の連携が重要であるということを痛感いたした次第であります。 

  以上です。 
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○議長（鈴木和江君） 益子明美さん。 

〔５番 益子明美君登壇〕 

○５番（益子明美君） 再質問させていただきます。 

  まず、訪問看護ステーションについてですが、先にお断りしておきますが、町長、何度も

訪問介護ステーションとおっしゃっていましたが、介護と看護は違いますので、ご承知おき

願いたいと思います。どのように違うかと申しますと、介護はヘルパーさん、そういった方

が在宅の介護をされている方のところに出向いて介護をしてくださる。看護というのは、看

護師をはじめさまざまな、例えば保健師、助産師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士な

どといったさまざまな方が自宅に出向いて、主治医の指示のもとで医療行為ができるという

ところが違うわけです。根本的に違うものなんですね。ですので、そこは課長がおっしゃっ

たとおり、住民の理解と認識が不足しているというのが役場の中でも発生しているのかなと

いうふうに捉えられますので、まずそこのところをきちんと認識していただかなくては、こ

れも広がっていかないのかなというふうに思います。 

  課長が住民の理解と認識が不足しているということで、普及啓発に取り組む必要があるか

もしれないということをおっしゃいましたが、具体的などのような普及啓発をしていただけ

る考えなのかお伺いいたします。 

○議長（鈴木和江君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） 今後、とりわけ今議員ご指摘のとおり、まだまだ訪問介護と

看護の区別も難しい部分があるかなというふうに考えておりますので、まずは広報等により

まして、今、議員がおっしゃったような訪問看護のほうの内容等について十分ＰＲしていき

たいなというふうに考えております。 

  そして、その後、とりわけこの潜在的な需要はあるというふうにうちのほうも考えており

ますので、そういうふうな方々につきまして、より内容、料金あるいは利用方法等について

のＰＲをしていきたいなという形を考えております。 

  さらには、今後、今回実施いたしました委員等への研修会というのがありましたけれども、

それ以外の分野でも研修会等を実施していって、ＰＲに努めていきたいなというふうに考え

ております。 

  以上です。 

○議長（鈴木和江君） 益子明美さん。 

〔５番 益子明美君登壇〕 
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○５番（益子明美君） 広報を通じて住民への周知、または研修会を通じてということですが、

この訪問看護ステーションを利用するためには、ケアマネさんの紹介も必要であると思いま

す。ですからケアマネさんに対して、民生委員に行いました研修会のような形、理解を求め

るような形、認識を十分していただけるような形をとっていただければなと思いますが、ケ

アマネさんに対する研修会というのは開いていかれるおつもりはあるかどうかお伺いいたし

ます。 

○議長（鈴木和江君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） こういうふうな訪問看護あるいは福祉活動に従事している事

業者関係の組織がございまして、それの情報交換等も行っておりますので、そういうふうな

場を通じて、このような形での啓発を今後行っていきたいというふうに考えます。 

○議長（鈴木和江君） 益子明美さん。 

〔５番 益子明美君登壇〕 

○５番（益子明美君） 十分研修をしていただければよいのかなというふうに思います。とい

うのは、なぜこの訪問看護がこれから必要であるかというと、先ほど申しましたように、在

宅への医療ということに国がシフトしていますよね。新しくできました那須赤十字病院など

も病床数を減らしていて、今後病院の病床数はふえるということは考えにくいということが

あります。一方で、高齢者がふえて病気にかかる方もふえて、医療の行く先というのがとて

も確保することが困難であるということが考えられますので、在宅での医療の充実、または

介護の充実というのは必要条件というふうになってきます。その時期がいつ来るかというと、

もう間近だというふうに、これは先ほどの横山さんのお話でもありましたし、先日、那珂川

町で在宅支援診療所として頑張っていらっしゃる佐藤医院の佐藤先生にもお伺いしてきたん

ですけれども、とにかく町でも、早急にそういった訪問看護ステーションを立ち上げること

に前向きにやっていただかなくては困る時代が来ますよということをおっしゃられていまし

た。 

  那珂川町では、そういった佐藤先生や飯塚医院の木村先生がみとりまでを行っていただき、

在宅支援診療所として活躍していただいている現実があるので助かっているところはありま

すけれども、そこでは受け入れる数が限られてきます。そしてそれ以上に、やっぱり在宅医

療を補完するところはどこかといったら、訪問看護ステーションということになってくると

思います。 

  ぜひ、横山さんが近くで頑張っていらっしゃるので、横山さんに限らずですけれども、看
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護ステーションを立ち上げることを早急に考えないと、本当に受け皿が不足する現実がある

というふうに思っています。 

  この辺の医療・介護に対する受け皿が不足するということの認識としては、町長はいかが

お考えになっているかお伺いいたします。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 在宅看護を介護と言ったそうで、在宅看護ですね。 

  50％以上の方が在宅で最期を送りたいと言うようであります。また、那珂川町においては、

ご承知のように高齢化が進んでおります。そういう需要がこれからますますふえてくるだろ

うと、そう思っております。 

  まさに、訪問看護ステーションについては、これは必要であろうと、そう思っております

ので、私といたしましては、積極的にこれからこの問題について取り組んでまいりたい、そ

のように思っております。 

  非常に私自身ももうかなり年輩でありますけれども、やはり、今言ったいろんな福祉施設

では賄い切れないような多くの人がこれからふえてくるだろうと、そう思っておりますので、

ぜひとも看護ステーションについては積極的に取り組んでまいりたい、そう思っております。 

○議長（鈴木和江君） 益子明美さん。 

〔５番 益子明美君登壇〕 

○５番（益子明美君） 積極的に取り組むべきというふうにお考えいただいているのでしたら

ば、早急に設置に向けて動き出していただけるような体制をつくっていただくのがいいのか

なというふうに思います。 

  前に、日赤の看護部長さんが、那珂川町から送られてくる高齢者はとても他町村と比べて

違いがあることが１つあるというふうにおっしゃっていたんですね。それはどういうことか

というと、床ずれ、褥瘡がひどい人が多いというふうに言われたことがあります。それはど

うしてかというと、おうちで老老介護、または男の方が介護する、さまざまな介護の場所が

あるとは思うんですが、そこに医療が提供されていないと、ヘルパーさんは来てくれる。で

も床ずれは治していただけないわけですよね。床ずれの処置やそういったことに対するケア

は診療医の先生か、または看護師、訪問看護ステーションの方しかできないわけです。そう

いった看護と介護を連携してやっていくことによって、より充実した在宅医療・介護が受け

られるということがあります。これは実態として言われていることですので、その辺もケア

できるように、ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 
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  何より訪問看護ステーションの看護師が必要とされるという場面は、終末医療ということ

かなというふうに思いますが、終末医療に関しまして、おうちの方がみとりに対してとても

不安を抱くということが、実際、私も経験上あります。ずっと家で介護していましたけれど

も、最期どうしたらいいんだろうなというのが常に不安でありました。それに対しては、訪

問看護ステーションの看護師さんが本当にそういうことを家族も本人も望んでいくのであれ

ばということで、きちんと準備までのお話を納得できるようにしていただけます。ですから、

安心してその準備をしていけるということがあります。そういった利点もすごくあるという

ことをなかなか理解されていないというのが現実でありますので、その辺を理解していただ

くということも必要だというふうに思います。 

  ぜひケアマネージャーさんにそういうところも周知していただいて、介護と看護、両方を

組み合わせて、よりよい在宅医療の構築に向けていただきたいと思いますが、その介護と看

護両方を連携した在宅医療の構築については、町長どういったお考えがあるか、お伺いした

いと思います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 生まれ育った自宅で終末を迎えたいというのが大半の方だというふう

に思います。私も親の介護をした覚えがございます。さっきも議員が言われたように、非常

に床ずれができちゃうとなかなか治らないんですね。本当に床ずれができた本人はひどいん

ですね。もう何と言っていいかわからないほど、いろいろ心配が家族にはありますし、本人

も相当苦労しているというふうに思います。 

  そういうことから、これは一例でありますが、そういう不安を除くためにも、議員が言い

ました訪問看護ステーション、医者と連携をしながら、看護師がその家庭に行って指導する

と、介護をするということは本当に私もこれからの医療の大切な問題であると、そう思って

おります。そういうことで、ぜひこの点については進めてまいりたい、そのように思います。 

○議長（鈴木和江君） 益子明美さん。 

〔５番 益子明美君登壇〕 

○５番（益子明美君） 訪問看護ステーションに関しましては理解いただくとともに、前進さ

せるということの町の考え方であるということで、理解させていただいてよろしいでしょう

か。よろしくお願いいたします。 

  続きまして、いわむらかずおさんの絵本づくりの授業の継続の件であります。 

  町長、また教育長から感想を聞かせていただきました。本当にこの授業の有意義なところ、



－18－ 

本当に子供たちが生きる力を自然との触れ合い、観察の中からしっかりと構築していく大切

さというのを読み取っていただけたのかなというふうに思っています。教育長も何らかの形

で継続を図っていきたいというふうにおっしゃっていただいたので、ぜひ前向きに検討会で

も立ち上げて考えていただければなというふうに思います。 

  先ほど、なかなか学校での授業の継続の難しさがあるということは私も承知しております

し、ここの学校だとほかのよその子はどうなるというようなこともありますので、町全体を

対象にした公募などをして、募集をかけるのがいいかなと思うんですけれども、やはり人数

的にはなかなか制限があるかなというふうに思っています。それと、そういった場合には、

今まで担任の先生のご苦労というのがすごくあったかと思うんですね。いわむらかずおさん

のところの絵本の丘美術館に行って、その後、戻ってきてからの担任の先生のご指導という

のも大変ご苦労があったかなというふうに思っています。その部分を補填する意味で、親子

での絵本づくりということを考えてはいかがかなというふうに思います。 

  なかなか親子となると、親が一生懸命になっちゃったりする場合もあるかなと思うんです

が、１つのそういった絵本づくりを通して、親子関係がより充実したものになっていくとい

う可能性も考えられますので、担任の先生の役割分担をいわむらかずお先生のほうに押しつ

けるという形ではなくて、何らかの形で共有できるような形、親子でする、または、先ほど

教育長もおっしゃっていましたけれども、絵本の丘美術館の後援会の組織のお手伝いをする

ような形で入っていく、さまざまなところでのかかわり合いを考えながら進めていける方法

があるのではないかというふうに思っています。１つ親子でという考えはいかがでしょうか。

教育長のお考え、またはそのお考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（鈴木和江君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（穴山喜一郎君） 絵本づくりにつきましては、今おっしゃられました親子と

いうのも１つの方法だと思いますので、これから、教育委員会なり生涯学習の場として学校、

後援会の皆様と話し合いをして検討してまいりたいと思います。 

○議長（鈴木和江君） 益子明美さん。 

〔５番 益子明美君登壇〕 

○５番（益子明美君） とても前向きな答弁をいただいているので、これ以上お聞きすること

はないかなというふうに思うんですが、１点だけ、いわむらかずお先生というと世界的に著

名な絵本作家でありますし、とても予算がかかっているんじゃないかというふうに思われが

ちかと思うんですが、決してそんなことはないんですね。本当に先生のご厚意で、ボランテ
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ィアのような形でやっていただいているということをぜひ理解していただきたいのと、いわ

むらかずおさんも那珂川町に美術館を設置して、町の人にお世話になっていると。そういっ

た意味でも子供たちに恩返しをしていきたいということも、最初の南小での絵本づくりの授

業へ参加するきっかけとなった思いであるということも知っておいていただければなという

ふうに思います。 

  ぜひそういったすばらしい著名な先生がこの町に美術館を開いていて、そこから子供たち

が本物の授業を受けることができる、絵本づくりに関して、すばらしいものを吸収する機会

があるということの幸せをぜひ感じていただくとともに、いわむら先生のご対処とかいろい

ろあると思いますが、長く続けていけることが那珂川町の本当に特色ある、ここでしかない

授業、生涯学習につながっていくということをご理解いただきたいというふうに考えていま

す。 

  何か、教育長その点で、ご意見があったらお伺いしたいと思います。 

○議長（鈴木和江君） 教育長。 

○教育長（小川成一君） 議員のおっしゃるとおりでありまして、今、課内でも親子でどうだ

ろうという話があります。進められないかということで、親子の関係を築くことは必要です

けれども、１点気になるのが、本をつくることが目的でありますけれども、それで親が全部

やってしまったのではこれはまた問題だなという話が我々の中では出ていまして、その辺の

ところも、方法として持っていき方をどうするか、その辺も今話し合いをしているところで

す。 

  確かに絵本をつくるのに、ここに総合的な学習の時間が小学校では３年生以上が70時間あ

るんです。そのうちの50時間を使うわけですから、これは学校にとっては大変で、今議員お

っしゃるとおり、それ以外の休み時間、放課後、担任の先生の支援というか、これがまた大

変だという話は聞いております。それから、後援会長とも今後どうするか話はしたことはあ

るんですけれども、いわむら先生とも話をしていただいたそうで、やはり人数の関係で、多

くても20人だと、そういう話を言われたということなので、小川小学校に統合して、最初は

全学年、今小川南小学校は３年生以上は全部やっていますけれども、その一部の学年を常に

やろうというふうなことも考えていたんですけれども、人数が多くなってはちょっと難しい

という話がありましたので、今、生涯学習の場とか、それ以外でどういう方法があるかとい

うことで、会長さんとも話をしたことがありますので、課のほうでも話をしていますので、

できる限りいい方法を見つけて継続していきたいなというふうに私も考えております。 
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  以上です。 

○議長（鈴木和江君） 益子明美さん。 

〔５番 益子明美君登壇〕 

○５番（益子明美君） それでは、いわむらかずおさんの絵本づくりの授業の継続の件は、前

向きにぜひ検討していただけるということですので、よろしくお願いしたいと思います。 

  それと、観光客増加、交流人口のための施策について再質問させていただきます。 

  さまざまな事業を展開して観光客誘致を図っているということが挙げられておりましたけ

れども、では、その効果は一体どうなっているのかということがあると思います。例えば、

このことがとても有効であったというような、今たくさんいろいろ施策を述べられましたけ

れども、このことがすごく観光客の増加や交流人口の増加に有効であったということが特筆

して何かありましたらば、お願いしたいと思います。 

  そういうものをもっと深めて、ここを重点的にやっていこうというようなお考えがあるの

でしたら、それもあわせてお伺いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（鈴木和江君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（大金 清君） 今、効果ということでございますけれども、効果につきまし

ては、ことしも８月15日、お盆にアユとマスのつかみ取りをずっとやっておりますけれども、

実際、去年、一昨年、一昨昨年と100人ずつふえている。その100人というのは前売り券、

当日券がございますけれども、その中でふえておりますので、それを含めますと、今回のイ

ベントの中では1,200名が集われたと、反省会の中でそういう話がございました。身近なと

ころではそのくらいです。 

○議長（鈴木和江君） 益子明美さん。 

〔５番 益子明美君登壇〕 

○５番（益子明美君） 今の課長の答弁から、体験型の、体験をしてそして食べられる、そう

いったものが観光客、またはここにいらした方への経験として好まれているのも１つとして

お伺いできるのかなというふうに思います。近くになかがわ水遊園がありますよね。なかが

わ水遊園は年間20万人を超える人たちが、特に若者の、幼児から小学生ぐらいをお持ちの家

族連れがたくさんやってきます。そういったところへのイベントの参加も先ほど言われてい

ましたけれども、せっかくそこにたくさん人が来るわけですから、そこからの観光客をなぜ

那珂川町に持ってこられないんだろうというふうにいつも思っているんですね。 

  若い人たちが好んで、そこで見て触れ合って水遊園で楽しんでくるわけですけれども、そ
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れ以外にやっぱりもう少し近くで遊びたい、近場で何かありませんかということをよく聞か

れるそうですね。そのためには、町としてはどんなことができるのかなというふうに考える

ことはできないでしょうか。水遊園の観光客を那珂川町に来ていただくために、先ほど、八

溝定住圏自立構想は大田原市と提携を結ぶわけですよね。あそこは一応大田原市に入ってい

るわけですね。ですから、何か水遊園をメーンにした、そしてプラス那珂川町の美術館、美

術館でしたらいわむらかずおさんのところがやはりそういった親子対象の、とてもその対象

に当たると思いますし、また、小砂焼きなども一緒に体験する陶遊館などがあると思います。

そういったことを一緒に組み込んで、自立圏構想の中で仕組みづくりの提案をしていくお考

えはないかお伺いいたします。 

○議長（鈴木和江君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（大金 清君） 今、なかがわ水遊園のお話が出ましたけれども、なかがわ水

遊園では約27万人の方が来場されていると伺っております。私どももなかがわ水遊園との協

議の中で、いろいろお話ししてはきました。馬頭温泉郷はなかがわ園の交流人口、入館者が

ふえたということで、それに伴って宿泊数も一昨年から去年にかけて20％ぐらい上回ってい

るということですので、なかがわ水遊園の来場者がふえれば宿泊客もふえていく傾向がござ

います。 

  １つ、那珂川町も本当に観光資源がたくさんございます。それを絞って行うとなるとなか

なか厳しいものがございまして、やはりいろんな資源をフル活用するということで私ども考

えておりますので、しっかりとその辺は町で話し合って、どれを核にしてやればいいのかと

いうことを今後考えてまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（鈴木和江君） 益子明美さん。 

〔５番 益子明美君登壇〕 

○５番（益子明美君） 先ほどの最初の質問に対する課長の答弁の中にも、若い女性に限らず

いろんな人をターゲットにしてという話がありましたが、いろんな人をターゲットにはずっ

としているわけですよね。でも、じゃ、若い世代はどうなのかというと、そこへの視点が少

し足りなかったんじゃないか。特に、益子町では30代、40代の女性ですよと、昔は50代、

60代の年輩の男性の方が10万円、20万円とする大皿をどんと買っていきましたが、そうい

う時代は終わりましたと。時代は流れているんですと。お客さんの嗜好も興味も変わってき

ていますと。そこにきちんとターゲットを合わせて提供していくというのが町の観光施策に
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は重要なのではないですかというふうに聞いてきました。私もそのとおりだというふうに思

っています。 

  ですから、全体的な人をターゲットにするのはもちろんですが、その中でも今足りなかっ

たところ、水遊園に来ているような若い世代の親子を対象にした人たちを誘致できるような

観光施策を新たに考えれば、ますます交流人口も増加して、那珂川町の観光業が潤うという

ふうに思いますので、ぜひそこは検討していただきたいというふうに思いますが、町長の考

え方を伺います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 那珂川町にはいろんな観光資源があるんですね。美術館も３つありま

すし、あるいは小砂焼きもありますし、鷲子山上神社もありますし、また温泉もあります。

それから温泉トラフグもありますし、そのようなことで、前も申したようにパンフレットを

つくっていまして、いろんなところで誘客に努めているところでありますけれども、なかな

か人が集まらないということで、非常にまだまだどこかにやり方に欠陥があるのか、あるい

はＰＲの仕方が下手なのか、いろいろなお一層これを研究をして、多くの方が那珂川町に来

ていただくようにしていきたいなと、そう思っております。 

  特に八溝山定住自立圏構想がございますので、ほかの町村とも連携をしまして、できるだ

け、バスなんかもぜひ都市との交流人口をふやすという意味においても、益子町は東京都内

から定期的に来ているといいますけれども、そういう点についても、いろいろとバス会社と

も交渉をしていきたいなと、そう思っております。私の町ではやはり交流人口をふやさない

となかなか町が元気になりませんので、そういうことで努めてまいりたいと、そういうふう

に思います。 

○議長（鈴木和江君） 益子明美さん。 

〔５番 益子明美君登壇〕 

○５番（益子明美君） 町長の答弁の声が小さいので、よく聞き取れないんですけれども、も

っと自信を持って答えていただければなというふうに思います。 

  茨城交通の高速バスの件を出したのはなぜかと申しますと、広重美術館の問い合わせの中

に、公共交通機関ではどのように行ったらいいのですかということがたくさんあるというふ

うにい聞いているんです。今の現状だとなかなか公共交通機機関を、バスなどを使って来る

というのが難しい状況にありますよね。マイカーでの観光客に頼らざるを得ないということ

がありますが、そこの根底の対象人数を公共交通とつなげることによって広がるわけですよ
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ね。 

  何かすばらしいなというふうに思ったのは、何で秋葉原なんだろうというふうに、秋葉原

からどうして発車しているんだろうというふうに思いましたが、秋葉原はハブステーション

としてさまざまな交通がそこに入り込んでいると。若者の町として有名な秋葉原であります

が、外国人観光客もたくさん訪れますよね。そういった町にターゲットを絞って、そこから

の観光客を確実に取り入れていると、そういった姿勢というのはやはり見習っていかないと

いけないというふうに思います。 

  那珂川町には豊島区との友好都市の関係がありますよね。そういった意味では、池袋とい

うのもハブステーションの１つだと思いますし、そこから那珂川町、または宇都宮の例えば

餃子など、食とつなげて那珂川町への誘客を図るということも１つ考えられますし、もし池

袋発着ということになれば、そういったＰＲというのは豊島区にもお願いすることもできる

のではないでしょうか。そういったことを待っているのではなくて、こちらから民間の交通

会社にやっぱり積極的にお話を持っていかないといけないんじゃないかというふうに思いま

すけれども、本当に実際にそういった意味で、観光客の足の確保、そして裾野を広げるため

に公共交通、そういった高速バスの取り組みに関して民間企業へ問い合わせ、または相談す

る考えはないのかお伺いいたします。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 民間の会社はやはり採算性をまず考えるというふうに思うんですね。

そのようなことから、ここの那珂川町が本当に魅力ある町であることは、私も自分の町です

からよくわかっているんですが、これをいかにＰＲして、都会の方にＰＲして、ここはいい

町だよというような、そのようなＰＲが必要であり、そういうことで、そういう民間高速バ

ス会社に対してもそういうＰＲもまた必要なので、これは積極的にチャレンジしてまいりた

いなと、そう思います。また、豊島区とは観光文化交流をしておりますので、そっちのほう

にも積極的に、ここのよさを今まで以上にこっちからアピールしていく必要があるのかなと、

そう思っております。 

○議長（鈴木和江君） 益子明美さん。 

〔５番 益子明美君登壇〕 

○５番（益子明美君） 時間もないので、最後の質問になるかと思いますが、今回は那珂川町

の今後の介護、医療、または教育、そして観光の面からさまざまな提案をさせていただきま

した。いずれも重要な、那珂川町にとっては、これから真剣に考えていかなければいけない
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施策ばかりだと思います。町長選も控えておりますので、町長もさまざまなお考えがあると

は思いますが、そういった点も十分考慮していただき、10年後、20年後の那珂川町を見据

えたまちづくりに真剣に取り組んでいただけるようお願い申し上げまして、一般質問を終わ

らせていただきます。 

○議長（鈴木和江君） ５番、益子明美さんの質問が終わりました。 

  ここで休憩いたします。 

  再開は11時25分とします。 

 

休憩 午前１１時１５分 

 

再開 午前１１時２５分 

 

○議長（鈴木和江君） 再開します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 益 子 輝 夫 君 

○議長（鈴木和江君） ２番、益子輝夫君の質問を許可します。 

  益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） それでは、２番、日本共産党の益子輝夫でございます。 

  これから２点にわたって質問をさせていただきます。また、それに関することについても

質問をさせていただきます。 

  １つは、庁舎並びに消防庁舎の建設について伺います。 

  １つ目として、消防庁舎は都に決まったが、現在どこまで進行しているのか。また、周辺

住民の理解を得られているのか。住民に対しての説明会の場を設けるような考えはあるのか。 

  ２つ目として、新庁舎予定地について、議会の特別委員会最終結果が開発センター９名、

小川水産試験場跡が６名となりました。この結果を受けて、町長は今後、新庁舎建設をどの

ように進めていくのか、具体的に伺いたい。 

  大きな２つ目ですが、県営馬頭処分場について伺いたいというふうに思います。 
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  １つ目は、中間処理場をつくって、そこで処理されたものは県内外を問わず全て県営馬頭

処分場に埋め立てると県知事は８月６日答弁していましたが、町長の考えを伺いたい。 

  ２つ目として、産廃処分の搬入路について、現状では幼稚園の前の道路を通らなければ運

搬車が処分場に入れないと思うのですが、住民からは町内を通らないでほしいという要望も

出ているという知事からの説明もありました。交通問題も含めて、安全対策について伺いま

す。 

  ３つ目は、知事は福島の原発事故について、出た放射性汚染物も馬頭処分場に入れること

は否定するどころか、はっきりと入れるために町と話し合いをしていくと発言をしました。

町長は放射性廃棄物は絶対に入れないと今まで言って、議会でも答弁をしてきましたが、現

在の町長の考えを伺いたい。 

  １回目の質問であります。よろしくお願いします。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

〔町長 大金伊一君登壇〕 

○町長（大金伊一君） お答えをいたします。 

  庁舎建設並びに消防庁舎建設についての質問にお答えをいたします。 

  まず、消防庁舎建設の進捗状況ですが、現在、広域行政事務組合がこの事業の主体となり

進めておりますが、本年度事業分の用地測量、設計業務につきましては、既に基準点測量か

ら用地測量図の作成工程まで終了し、今後、土質岩盤ボーリング調査及び土質調査、それら

の解析等調査を進めることになっております。 

  また、用地買収に伴いまして、一連の法の手続として、農用地域の変更申し出につきまし

ては６月27日付で広域行政事務組合から町に対し申請書が提出され、その後、県に対し事前

協議書を提出し、協議を進めているところであります。 

  住民に対する説明についての質問ですが、去る８月８日、地元議員並びに田町地区行政区

長さんにもお話し、地元説明会を実施をいたしました。住民の皆さんにはご理解いただけた

ものと考えております。議員におかれましても、議会から提言をいただいた場所であること

を十分に理解いただき、ご協力をお願いいたします。 

  次に、新庁舎建設予定地に関する議会特別委員会の最終結果につきましては、意見の集約

ができたと聞いておりますが、議会から正式な報告を受けておりませんので、この場におけ

る答弁は差し控えさせていただきたいと思います。 

  なお、庁舎整備の進め方については、将来に向けた那珂川町のまちづくりとして最も重要
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な事業の１つであると認識しておりますので、議会はもちろん、町政懇談会における数多く

の貴重な意見や要望を踏まえて、今後予定される基本計画の策定や基本設計に反映をさせて

まいりたいと考えております。 

  議会におかれましては特別委員会を設置され、１年３カ月にわたり慎重に審議をいただい

ていると思いますが、両庁舎とも被災し、まだ危険にさらされている状況は変わりなく、危

険回避という緊急性もさることながら、住民サービスの向上を図るべく早期に進めてまいり

たいと考えております。 

  次に、処分場問題に関する質問にお答えをいたします。 

  まず、１点目の中間処理場で処理された廃棄物の受け入れについてのご質問でありますが、

基本的には県内の廃棄物を受け入れることになっており、県内の中間処理施設で処理された

廃棄物について受け入れると聞いております。 

  次に、２の搬入路についての質問ですが、処分場の計画変更に伴い、搬入路については、

今後基本設計により検討されると聞いております。搬入路については最大限安全確保を図る

ルートの選定を要望するとともに、環境保全や交通安全の徹底についても万全を期すよう要

望していきたいと考えております。 

  次に、３の放射性廃棄物の受け入れについての質問ですが、放射性物質に汚染された産業

廃棄物については、前から申し上げているとおり、受け入れる考えはありません。さきの説

明会において、知事が受け入れないと表明しております。ただし、放射能は自然界にも存在

するものでありますから、具体的な基準については今後県と協議してまいりたいと考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） それでは、２回目の質問をさせていただきます。 

  １つは、最初に質問しました産廃処分場の問題に関連する問題も含めてですが、今の町長

の答弁では、中間処理場で処理されたものは、この前の知事のあれでも、県内県外を問わず

入れるということだったと思います。そういう点で、まずどういうルートで入ってくるにし

ても、現状では幼稚園の前を通らなければならないと、どういう形で運んでいくか、その辺

が問題だと思いますが、安全性とかそういう点で、別なルートをつくるとかそういうことを

考えているのかいないのか、町としてのあれを聞きたいというふうに思います。 
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  それと、中間処理場なんですが、県内には…… 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君に申し上げます。１項目の件に関して質問をしていただき

たいと思います。 

○２番（益子輝夫君） １項目に関係しているので、それをまず、順番ずつというので順番で

やっています。 

○議長（鈴木和江君） 一問一答でお願いしたいと思います。 

○２番（益子輝夫君） まず、中間処理場の問題から再度質問させていただきます。 

  県の内外にかかわらず、県内で中間処理されたものは全部…… 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君に申し上げます。 

  １項目の庁舎建設並びに消防庁舎建設についての一問一答をよろしくお願いします。 

○２番（益子輝夫君） 済みませんでした。私も勘違いしまして。 

  庁舎建設に当たってのことで質問をさせていただきます。 

  この経過について、私は先ほど町長からいろいろな地元説明会とか、そういうことも考え

ているというのを伺いましたが、経過を振り返っていただきたいんですが、町の検討委員会

が17人だと思いますが、選ばれて、７回の検討委員会が開かれたことはもう皆さんご存じだ

と思うんですが、議会からも４名の代表という形でこの検討委員会に参加されたというふう

に思います。それで、第４回から７回までの検討委員会は非公開ということで、秘密会議と

いうような形で進められたというふうに思います。 

  これは、議会から代表が行っているにもかかわらず、23年12月２日が第４回の検討委員

会、また第７回の検討委員会が24年２月16日、この10カ月間、議会の代表が４人行ってい

ながら、議会として何回も検討委員会はどんなことが話し合われているのか、要望したわけ

ですが、一度として全く報告されていないと。これはちょっと私は議会軽視という重大な問

題が絡んでいるんじゃないかなというふうに思います。町長は４期も議員をやってきたので、

よくおわかりだと思うんですが、やっぱり執行部と議会との関係は、情報が議会に届かない

限り検討することはできない、そういう状況だったと思います。 

  それと、議会のほうは議会のほうで議会特別委員会を設けましたが、その中で私は一番驚

いたのは、副町長も覚えていると思います。ほかの議員も覚えていると思うんですが、町民

に対して説明会を要望したことは何度かあったと思います。当初、副町長はそれを拒否した

と。やらないと。こういうことを言ったことは事実だと思います。これは調べてもらえばわ

かりますが、やっぱりその辺が一番欠けていたんじゃないかなというふうに私は思うんです。 
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  なぜなら、町長も町民から選ばれた代表である執行機関です。議会の議員も町民から選ば

れた代表の機関で、執行部のほうは検討委員会の内容は知っている。しかし、議会のほうは

検討委員会の内容すら全く知らない。そういう中で検討を進めなければならない。この状況

は異常な状況だというふうに私は思います。その辺で、町長の考えをまず伺いたいというふ

うに思います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 私は参加した４人の方に、議会に報告するなと圧力をかけた覚えはあ

りません。これは議会の問題でありまして、私はこれは答弁を控えたいというふうに思いま

す。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） 私は町長が圧力をかけたとか、そういうこと言っているのではありま

せん。事実経過を言っているわけであって、副町長に伺いたい。町民に説明会を開くべきだ

と議会が言った場合、なぜそれを受け入れて開かなかったのか。やっぱりそこには議会軽視、

町民の声を本当に町政に反映するという姿勢が見られないんじゃないかという気がするんで

すが、副町長にその点を伺いたい。 

○議長（鈴木和江君） 副町長。 

○副町長（佐藤良美君） 議会のほうからの町民説明会、議会として、議長からそういった要

請は受けた記憶はございません。当然、議員の中の方からはそういったご意見はあったかと

思いますけれども、議会の総意として町民説明会をするべきというのは、既に検討委員会の

結果が出た後の説明会をしなさいよということではいただきましたので、当然、各地域に16

会場に懇談会を開催して、町民の意見を聞いたところでございます。 

  また、検討委員会開催中につきましては当然町民からの公募委員、さらには各種団体の代

表者の方たちで構成をする17名の町民あるいは学識経験を含めて、17名の方の検討委員会

を設置をして意見を聞いて、基本構想の案を作成をしたということでございますので、ご理

解いただきたいと思います。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） 形上は確かにそういうことをやったことは私は否定はしません。それ

と検討委員会の意見ということも私は否定するわけではありませんけれども、やっぱり執行
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部の町長を初め議会も町民から選ばれた代表の機関としての役割があると思います。そうい

う中で、副町長がまた私たち議会に対して、説明会の中で候補地が幾つか検討委員会が上げ

た候補地以外に議会としても別な新たなあれを上げてもいいんじゃないかという声が出たと

き、副町長は何と答えたかというと、検討委員会の上げたもの、検討委員会を出したものを

否定するんですかということを言われているわけですよね。これは議事録を見てもらえばわ

かるんですけれども、これはやっぱりおかしいと思うんですよ。議会というのは町民に選ば

れた機関であって、検討委員会は町の執行部が選んだ機関ですよね。それが議会軽視、議会

とは関係ないところで選ばれた、議員が入っているから全く関係ないとは言いませんが、し

かし、議会が新たに検討地を上げてもいいんじゃないかなと思ったんですけれども、それさ

え否定したということは、やっぱり町民不在、議会軽視としか私たちは考えないんですが、

その辺副町長どんなふうに考えているんでしょうか。 

○議長（鈴木和江君） 副町長。 

○副町長（佐藤良美君） 先ほども申し上げましたとおり、検討委員会、町民の公募による皆

さん、あるいは学識経験者、さらには各種団体の代表の方で構成をする検討委員会で答申を

いただいたもの、これについては町としても尊重をするということで申し上げたと思います。

そのようにご理解いただきたいと思います。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） 尊重するという気持ちは、それは議会を尊重してやってきたんですか

らそれはわかっていると思いますが、やっぱり議会の議員の発言を封じるような、圧力をか

けるような発言ではなかったかと私は思うんですよ。本来、やっぱり執行部と議会というの

は二元代表制ということであって、選ばれた機関ですから、そこで決まったことよりも別な

ところで決まったことが優先されるということはおかしなことだと思うんです。二元代表制

の意味がなくなるし、議会としての存在もなくなってしまうのではないかなというふうに私

は考えるんですが、その辺、町長はどんなふうに考えるんでしょうか。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 今まで、総合福祉センターとか美術館とかいろいろ建設をしてまいり

ましたけれども、こういうものを建設する場合、議会の承認を得て、そして副町長が言った

ように、各種の代表の方に委員となってもらって検討委員会を設置して、その中で検討をし、

その答申をいただいて議会に相談するというのが今までのやり方でありますから、今回もそ
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のようにしたわけであります。ですから、議会にはちゃんとこういう報告をしたわけであり

まして、検討をいただいた次第であります。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） 町長が言われたことはわかるんですが、やっぱり基本的には、10カ月

の間一言の報告もなかったという、こういう問題を異常だと捉えることはないのかどうかな

んですよ。議会が要請しても、４人の代表が行っているので議会の問題だとさっき町長がお

っしゃいましたけれども、そうじゃないと思うんですよ。副町長が全員協議会なり検討委員

会に出てきては、ちゃんと言っているわけですから、町民に対しての説明会も開かなければ、

検討委員会が検討したことを否定するんですかとまで言うわけですから、議会にだって結局

新しい場所がよければいいという意見が出てくるし、また、検討委員会が検討した地域がい

いとなれば、そういうことになっていくんですから、より幅広くより広い意見を取り入れて

いくというのは、本来執行部あるべき姿じゃないかなと思うんです。 

  町民の意見もそうだし、庁舎をつくるにも、やっぱり大きな事業をやる場合は、町民の意

見をよく聞くということが町長よく言われていることだと思います。私はそれはそれで立派

なことだと思います。そういうことが現実の問題になると、何か形だけがやられて、町民に

対する説明会だって議会から要求されて、それで開発センターと決まってから説明会ですよ

ね。それではやっぱり非常に、町民参加といっても実際には参加された状況になっていない

と思います。 

  今後いろんなことでまちづくりとか、そういうことでやっていきますけれども、私も16回

の会場に13回は出席させていただきましたけれども、全部が全部もちろん賛成とは言ってい

ないです。ただ、反対の意見もなかったということですけれども、反対の意見もありました。

そういう点で、やっぱり町民の声を聞く姿勢は町長はあると思います。しかし、残念ながら

本当にそれが生かされているのかどうかという点では私は疑問を持っているので、質問して

いるわけであります。 

  町長は常々町民の声を聞いてやっていきたい、いろんな人の意見を聞いて私はやっていき

たいと言っています。しかし、それが執行部に行って、町長とは別のところに行って、何か

別なあれが出てくるんじゃないかなという気がしてしようがないんですよ。これは私だけで

はなくて、多くの町民の中にもそういう声は聞こえているところであります。 

  今、庁舎が開発センターという議会からの答申が出ますけれども、それについても今町民
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の間からいろんな声が出ています。そういう点で、町民の声を聞く、町民あっての町政だと

私は思うんです。何か形だけであって実体が伴わないんじゃないかというふうに思うので、

庁舎問題、またこれからもいろいろ町民の意見を聞く姿勢が多分あると思いますが、その辺

で具体的にありましたらお聞きしたいというふうに思います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 私は議員が発言されているとおり、住民の声は十分に聞いたつもりで

あります。それと同時に、議会は間接民主主義ですから、議会は町民の声を、町民の代表で

すから、これはちゃんと議会で発言して、それで最終的には議会の多数決で、これは皆さん

議員の人は15名おりますから、いろんな意見を持っていますから、そこで決めるという形だ

というふうに思います。今度の庁舎の、まだ議会のほうから正式な説明がございませんけれ

ども、あそこの開発センターに決まったという話は聞いております。私は、常に町民の声は

聞いているつもりでありますし、議会の皆さんの意見も尊重しているつもりであります。 

  この庁舎建設については、もう十二分に私は議論されたのではないかなというふうに思い

ます。やはりこれは反対する人も賛成する人もどんな問題についてもいるんですね。いろん

な考え方が違いますから、しかし、最終的には、やはりこれは集約しなくてはならないと思

うんです。ですから、やはり議会では結論が出たんですから、ぜひ議会の方々はそれで皆さ

ん、議会の方向性が出たんですから、議会はそれでいいんじゃないでしょうか。それで協力

していただければと、そう思います。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） 私は個人的な見解を述べるあれではないですが、私は別に庁舎建設が

反対とかそういうことで言っているんじゃないんで、より多くの町民に参加していただいた

庁舎なりまちづくりなりを進めていくべきだという観点から述べさせていただいているんで

す。同じ庁舎をつくるんでも、那須烏山市長は七、八回も町民に対して説明会を開いて、町

民合意のもとに今の消防庁舎をつくっているんですね。やっぱりそういうところからも謙虚

に私たちは学ばなければならないというふうに思います。 

  やっぱり町民の代表として働く者として、やっぱりそれは最低限必要な、当たり前な基本

的な姿勢ではないかというふうに思います。その点を含めて、これ以上ないと思いますけれ

ども、議会に対して執行部全部ではないですけれども、町長の言っているような姿勢ならわ

かりますけれども、副町長の発言というのは、議会に対して抑圧するような状況があります
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よ。普通は考えられないですよ。まして、町民の代表ですからね、私たちは。そういうこと

をやっぱり肝に銘じていただきたいと思います。 

  では、次の問題に入りたいというふうに思います。 

  産廃処分場の問題について伺いたいというふうに思います。 

  ８月６日、県と町の説明会が行われましたけれども、先ほど町長からのも報告があったよ

うに150名の方が出席して、また、８月25日に自然を守る会の主催の説明会もありました。

８月６日の説明会の後で、約19日ぐらいたってから、十数日たってから守る会のほうの説明

会が開かれたんですが、８月６日に出された質問に対して同じような質問が出たんですが、

それに対して何の県側からの具体的な前向きな答弁はなかったというのが実態ですね。そう

いう点で、私も非常に、６時から10時までと長時間にわたってやられたんですが、疲れのほ

うが大きかったという感じがするんですが、そういう点でやっぱりもう少し考えなければな

らない問題があるなというふうに感じました。 

  中間処理場の問題なんですが、今県内には中間処理場がどこに何カ所ぐらいあるのか教え

ていただきたいというふうに思います。 

○議長（鈴木和江君） 環境総合推進室長。 

○環境総合推進室長（佐藤美彦君） 統計のほうでちょっとあれなんですが、23年度の栃木の

廃棄物ということで統計がございます。県内にある中間処理施設は442カ所、自社処分を含

めますと461カ所となっております。どこにというご質問ですが、県北環境森林事務所管内

で２割、どこにというのは、そこの管内しか出ていないものですから、数字的に県北で先ほ

ど報告しました数字の２割が設置されております。 

  以上です。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） 442カ所もあるということは、大変な数だと思いますね。ここから結

局は中間処理されたものが馬頭の処分場に運び込まれる可能性はあるわけですね。そう考え

てよろしいんですね。 

○議長（鈴木和江君） 環境総合推進室長。 

○環境総合推進室長（佐藤美彦君） 中間処理の施設についてはいろんな処理の仕方があると

思います。その処理の中で全部が処理できるもの、最終処分場に持っていかなくてもいい部

分もあると思いますので、それが全部かというお答えにはちょっとならないと思いますが、
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その中で、最終処分場で処分しなければならない廃棄物については受け入れる考えと聞いて

おります。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） そうすると、１日どのくらいの量が、ダンプとかそういうので運ばれ

るんでしょうけれども、そういうことをどのくらいの量が運ばれることを想定しているんで

しょうか。 

○議長（鈴木和江君） 環境総合推進室長。 

○環境総合推進室長（佐藤美彦君） 現在、前回の計画を見直しをして、再度計画変更を進め

るということで、その辺の数字はまだかたまっておりませんので、今申し上げる数字はござ

いませんが、前回の計画においては、処分場ができてから搬入するトラックが１日30台を想

定しております。 

  以上です。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） １日30台も入るというと大変な交通量になると思うんですが、その辺

でさっき町長に質問しましたが、やっぱり今の状況だとどうしても幼稚園の前を通るという

路線になってしまうと思います。やっぱりこれは本当に安全な車かどうかという問題もある

と同時に、交通の問題もあると思います。その辺の具体的な対策がありましたら、町として

の考えを伺いたいというふうに思います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 搬入路については、最大限安全確保を図られるようなルートの選定を

県のほうに要望してまいりたいと、そう思っております。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） それは当然だと思うんですが、具体的に、こういう運び方をするから

安全だというふうなあれはまだできていないんでしょうか。運んでくるものが危険な場合も

ありますし、そういう可能性だって全く否定できないわけですから、中間処理場から持って

くるわけですから、どんな形で持ってくるかわからないですけれども、ほこりがついたりそ

ういうこともあるし、有害物質がついている可能性だってあるわけですから、そういうこと
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を想定した場合、より安全な、まして幼稚園の前ですよ。将来のこの町を背負って立つ幼い

子供たちです。そういう子供たちの前をそういう車が30台も通る、それ以外も通るでしょう

から、交通面と同時により安全なことを考えなければ、我々はやっぱりそういう責任がある

と思いますが、その辺で再度伺いたいというふうに思います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） まさに安全でない方法で搬入しますと、トラックが通るところは全部

安全でないということになりますから、それはちゃんとトラックにはコンテナ、あるいはシ

ートをかぶせて、飛散しないように覆いをして持っていきます。ですから、これは飛散は考

えなくてもいいのではないかなと、そう思います。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） その点では、ちょっと理解したというふうにはならないですけれども、

また後の機会にやりたいというふうに思います。 

  それで、北沢の不法投棄物の問題ですが、これは中間処理しなければならないですよね。

どこで、どんな形で中間処理を考えているのか伺いたいというふうに思います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 当然、北沢に不法投棄された中には有害物質、管理型処分場に捨てら

れないものも入っていますから、中間処理しなくてはならないというふうに思います。です

から、あそこの北沢のものを中間処理する施設はあの場につくると聞いております。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） 北沢の不法投棄は北沢で処理するということだそうですが、その処理

が１つ大きな問題だというふうに私は思います。どういう処理をするのか、それが本当に安

全なのか、町長も指摘されているように、あそこには有害物質、ダイオキシンとか鉛も入っ

ているということは何回か説明していると思います。そういうものを取り除く、あるいは分

別する、安定５品目とかありますけれども、そういうふうに分ける場合どんなふうに分けて、

やっぱりこれは危険なもの、これは安全なものと分けることになると思いますが、どんなふ

うにやってそれを分別するのかを伺いたいんです。 

○議長（鈴木和江君） 環境総合推進室長。 

○環境総合推進室長（佐藤美彦君） ただいま議員さん申し上げましたとおり、いろんなもの
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が入っておるということが確認されております。そういったものを分別あるいは大きいもの

は粉砕しなければなりませんので、そういった前処理の施設、そちらを処分場施設内に設置

することで以前の計画はなっておりました。今後、再度計画を見直すということもあります

ので、再度その計画の中で、どういったものを設置していくかは基本設計の中で改めて検討

すると聞いております。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） 具体的にどういうあれでやるかというのは、私はちょっとまだぴんと

来ないんですが、なぜ私がそれを心配するかというと、最終処分場に埋めるということもあ

るんですが、あそこに中間処理場をつくって、それを分別するという作業によって、やっぱ

り危険なダイオキシンとか鉛が流れ出さない、また流出しないという心配は全くないとは言

えないと思うんですね。町長もおわかりだと思うんですが、あの小さいスプーン１杯でダイ

オキシンは数千人を殺すことができるんですよね。それくらい有害な物質なんですよね。だ

から少しぐらい漏れたってという感覚はとても許されないんですね。それと、ダイオキシン

の場合は燃やしても何してもなくならないということは皆さんご存じですから、それと水と

は混ざらないけれども、水と一緒に行動する性質を持っているわけですよね。 

  だからそういう点で、特別な分別をやらない限りは本当に安全だということは言えないと

思います。だからそういう点で、私は非常にその点を危惧しているんですが、再度町長、そ

の辺で考えがあるんでしたら伺いたいというふうに思います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） そのように非常に危険なものがあると考えられるんで、あれを処理す

るということなんですが、中間処理場の安全性については、これは私はちゃんと、そういう

流出しないような方法で中間処理をするというのは、中間処理場でありますから、私は安全

だと、そう認識しております。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） 安全だと認識するのはそれはそれで結構なんですが、やっぱり何かあ

ってからではとんでもないことになるので、その辺を町としてもきちんと整備して、それを

県任せにするんじゃなくて、町として責任持って、そういうところは対処していくべきだと

いうふうに思います。そういう点があると思います。 
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  それと、次の問題に入りたいというふうに思います。 

  あとは、これも産廃処分場に絡む問題なんですが、知事が説明されましたが、自然界にあ

るんだから、その辺は町と共有しているということを言っていますが、一般的に考えた場合、

自然界にあるものというのは人間が生まれたときからあるものだと思います。それ以外のも

のというのは、大体ほとんどが福島の原発が爆発してからの放射能汚染だというふうに考え

られていると思います。知事が言う自然界にある、確かにないことはないですよね。これで

も県外あたりにもいろいろ出ていますから、こういうところにもある、こういうところにも

あるということが出ています。そういう点で、自然界そのものにあるものを我々はどうのこ

うのと言っているんじゃなくて、多くの町民が心配しているのは、やっぱり福島のあれが入

ってくる可能性があるんじゃないかということを多くの町民は心配しています。 

  その辺を町長は何度となく絶対入れないと言っていますけれども、何かあのときの６日の

知事の話はそういうことじゃなくて、何ミリベクレルまでとか、そういうことは町と話し合

って決めていくということですから、今町長はどういう考えを持っているのか、その辺を伺

いたいというふうに思います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 放射能を含んだ産業廃棄物の福島の原発から出た放射能を受け入れる

か入れないかという問題ですけれども、これは私が申しているとおり、受け入れないと、こ

う前々から言っております。ただそれは、それでは基準はどのくらいなんだとか、どこらま

でいいんだとか、そういうことを聞きたいんだろうというふうに思いますけれども、私はや

はりこれから県と協議しまして、今何回か自然界にもこれが含まれているということを議員

も言いましたけれども、確かに自然界に含まれているんですね。ですから、そういうことも

よく研究して県と協議して、そのレベルについては県と協議して、受け入れについては本当

に問題のないような状態で受け入れたいと、そう思っております。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） 私は町長の姿勢は非常にいいことだと思うんです。やっぱり福島のあ

れは受け入れないと、ずっと頑張って主張してきているんですが、本当は私は高く評価した

いというふうに思います。 

  ただ、やっぱり残念ながら、これは国も8,000ベクレル以下は最終処分場に埋めていいと

いう方針になっていますよね。それと、栃木県の知事である福田さんもそれは否定はしてい
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ないですよね。そういう点で、これはまた別な問題ですが、8,000ベクレル以上を埋めよう

として、国がやっている矢板指定廃棄物処分場も今住民の反対にあって入れられないわけで

すが、その候補地の矢板の次の候補地というのは那珂川町だったんですよね。２番目の候補

地。これはインターネットで調べていただければわかると思うんですが、そういう状況にも

あります。大内のほうだったというふうに聞いています。地図も持っていますけれども。 

  そういう点で、知事の場合は、矢板でああいう反対運動が起きていたにもかかわらず、知

事は反対ということは言わないんですね。ずっと、むしろ国と話し合って決めるべきだとい

うことだけしか言っていないんです。そういう知事ですから、馬頭処分場ができれば、

8,000ベクレル以下は埋められる状況にあるわけですね。まして県営の処分場ですから、そ

の辺で本当に疑うわけじゃないんですけれども、町長が本当に頑張り切れるかということも

私は非常に心配なんですが、その点も含めまして、自然界にあるものは、これはもう人間が

地球上に生存してからずっとあるものですから、これが問題にしているわけじゃないので、

やっぱり福島の放射能で汚染されたものは絶対認めないという姿勢をもう一度示していただ

きたいというふうに思います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） これは搬入するものについては、１台１台放射能検査をいたします。

それによって、町と県で協議したレベル以上のものは持って帰ってもらうという形になかろ

うかというふうに思います。検査については、私はやはり住民の方も参加していただくとい

う方法もあろうかというふうに思っております。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） 体制としては、一番それが望ましいと私は思いますが、やっぱり原則

産廃処分場があるとそういう多くの町民が不安に思っています。本当に今の状況の中ですか

ら余計です。まして産廃処分場も、この間も出ましたけれども、何百年ももつあれじゃなく

て、まだ県のほうからも正式な答えはいただいていないんですが、そう何百年ももつような

シートではないということは聞いています。後世に問題を残すようなことを私たち今の人間

がそれをやっていいかといったら、それはまた問題だと思います。 

  やっぱり孫の代まで安心・安全を伝えていく、この那珂川町のより豊かな自然、それと備

中沢にも絶滅危惧種もいるようですから、私も何度か見ましたけれども、いまだにカワセミ

とかそういうのもいます。本当にきれいな鳥ですよね。鳥がいるということは、またほかの
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動植物もあるということらしいです。そして貴重な植物もあるということです。やっぱり那

珂川町の一番いいところというのは、私は自然があるということだと思います。その自然を

破壊するようなことを二度と、この地球上に姿を見せなくなったというのはかなりあります

から、そういう点でも、さっきも益子明美議員が言っていたように、観光面から考えてもそ

ういう動植物を保護していく、あるいはそれをまたふやしていくというようなことも考えら

れると思います。なかがわ水遊園とかあとは淡水魚の馬頭高校の水産試験場もあるわけです

から、そういう点では大いにそういうのを活用して、このすばらしい那珂川の自然を何とし

ても守っていく、それにはやっぱり産廃処分場は那珂川町には私は合わないんじゃないかな

というふうに思います。 

  それと、最後に伺いますが、先ほど庁舎問題、そして今産廃問題で話を伺ったんですが、

大きなこういう問題、事業の行う場合、町民に対して信を問うということは町長は考えてい

ないのかどうか伺いたいというふうに思います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 産廃問題については、非常に長い間時間をかけて町民の方とお話をし、

議会とも議論をし、今日に至っております。その方法として一番よい方法が備中沢に管理型

処分場をつくって処分するのが一番いいという結論に達したわけでありまして、そういう意

味で、私はやはり町民との話し合い、理解は得られていると、全部が全部ではございません

が、そう私は考えております。 

○議長（鈴木和江君） 益子輝夫君。 

〔２番 益子輝夫君登壇〕 

○２番（益子輝夫君） 私は町長と共通するあれもあるんですが、やっぱり住民の意見、より

多くの人の意見を聞いて判断する、それは非常に大切なことだと思います。住民自治が基本

であるならば、やっぱりそういうことが当然出てくると思います。 

  私事になるんですが、私は８月３日、４日、５日と新潟の朱鷺メッセで自治体学校、これ

は自治体研究社が主催したあれなんですが、ここへ行ったときに、新潟県の関川村の村長さ

んの歓迎の挨拶を受けたんですが、この人は80歳なんですね。６期目だそうです。本当に元

気なんですよ。とても80歳には見えない。平田大六さんというんですが、短時間ではあるん

ですが、講義をしてくれたんですが、私は80歳になっても村長ができる一番の元気の源は何

であるかと言ったんですが、ここも平成の大合併で合併が吸収合併とかいろいろそういうの

が出たそうです。 
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  そのときこの村長が何をやったかというと、アンケートをとったそうです。合併に賛成が

36％、合併に反対が34％、あとの人はわからないと、普通だったら合併が多いんですから

合併しちゃうと思うんですが、その村長はそういうことをしなかったんですね。これは結局

３つに分かれているということは、町民もわからないんだと。これは町民も村の職員も一緒

になって勉強してからこの問題を考えようということで、道州制や平成の合併について勉強

会を設けたそうです。各地区ごとにやったり全体でやったり、いろいろやったそうです。そ

の結果、合併しないほうがいいということで、今5,000人の村で村政をやっているそうです。 

  一番いろんな問題、どんな問題があっても私は別にびくともしない。なぜなら、5,000人

の町民が後ろにいる。そして町民の意見を必ず聞くと。そして町民の意見に基づいて、また

参考にして村政を運営しているということをおっしゃっていました。私もこういう80歳を過

ぎた高齢の首長からこんな話を聞けて感激したんですが、これがやっぱり町政の首長のある

べき姿ではないかなというふうに思います。 

  まだ10分ほど時間がありますが、以上をもちまして、私の質問を終わりたいと思います。 

  どうもありがとうございました。 

○議長（鈴木和江君） ２番、益子輝夫君の質問が終わりました。 

  ここで休憩します。 

  再開は13時30分とします。 

 

休憩 午後 零時１６分 

 

再開 午後 １時３０分 

 

○議長（鈴木和江君） 再開します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 佐 藤 信 親 君 

○議長（鈴木和江君） １番、佐藤信親君の質問を許可します。 

  佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 
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○１番（佐藤信親君） 通告書に基づきまして質問いたします。 

  １項目といたしまして、市町村分離合併についてお伺いいたします。 

  旧小川地区内を歩きますと、よく耳にするのが、分離合併の話であります。対等合併のは

ずが、いつの間にか吸収合併にすりかわっているのではないか。水道料金、国民健康保険料、

住民税等の負担増、また、旧小川時代の公共施設の廃止、旧小川地区から全て奪い去るよう

な今の施策に対し、多くの声が上がっているとともに不満も増大化している。 

  近隣の分離合併の動きとして、埼玉県さいたま市の大宮地区が合併時の協議事項と相反す

る施策が講じられているなどを主な理由として、分離合併の機運が高まっております。全国

的に見ても、各地でその動きがあります。やはり文化、価値観等の相反する町が共存をして

いく上では、並大抵の努力では双方の融和は図れないと思います。そこで、町長に次の点に

ついてお伺いいたします。 

  第１点として、なぜこのような地区住民感情を抱かせるような結果となったのか。 

  第２点として、市町村分離合併は可能なのか。また可能であるならば、どのような手続を

踏むのかについてお伺いいたします。 

  第２項目めとして、文化行政について伺います。 

  町振興計画には、文化の薫るまちづくりを目指す、また、歴史文化のネットワーク化を目

指すとなっていますが、現実の施策は若干振興計画とずれているような感じがあるので、次

の点についてお伺いいたします。 

  第１点として、文化活動団体補助を提案型補助金として、期限つきで補助金を廃止に追い

やったことについてをお伺いいたします。 

  第２点として、文化財愛護会に対しての補助金打ち切りについて、町は文化財保護行政に

ついてどのような観点で取り組んでいるのかについてお伺いいたします。 

  第３項目めとして、庁舎建設場所についてお伺いいたします。 

  議会としても16回にわたり検討してきましたが、過日の特別委員会で、山村開発センター

が９名、旧水産試験場跡地が６名で、山村開発センター敷地に議会として意思決定がなされ、

庁舎建設地として適切かどうか次の点についてお伺いいたします。 

  第１点として、敷地は埋め立て地で、以前は水田であったことを認識しているか。 

  第２点として、隣接地の建物建設時に基礎工事中に大量の水が噴き出し、基礎の設計変更

をした事実があります。また、下水道工事の際も大量の湧水があったことを認識しておりま

すでしょうか。 
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  第３点として、町の検討委員会で３分の２の委員が庁舎建設場所に旧水産試験場跡地とい

う検討委員会報告を知らないで場所の決定をしたことはいかなるものかと思うが、町長はど

のように考えるのか。 

  第４項目めとして、民間産業廃棄物処理施設について、８月６日に開催されました馬頭最

終処分場建設に伴う説明会の席上で、地元住民が質問した事項の中に、民間産業廃棄物処理

施設の動きがあるが、町長はどのように考えるかとの質問に対し、町長はつくらせないと答

弁しましたが、許認可権限は町にあると思うのかお伺いいたします。 

  １回目の質問とさせていただきます。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

〔町長 大金伊一君登壇〕 

○町長（大金伊一君） 私からは、１点目と３点目及び４点目についてお答え申し上げます。 

  まず、分離合併についての質問でありますが、合併当時の状況やその後の経過を申し上げ

ますと、平成の大合併と称される市町村合併は、平成７年の地方分権一括法による合併特例

法の改正により、財政基盤の強化や行財政への効率化などを図る目的から市町村合併が推進

をされ、平成15年から18年にかけてピークを迎えました。 

  南那須地区においては、南那須地区４町の合併協議が破綻し、平成17年10月にそれぞれ

の２町が合併して、那珂川町と那須烏山市が誕生をいたしました。調整項目の協議において

はさまざまな議論がありましたが、合併形態に関して吸収だの編入だのといった議論はほと

んどなく、皆対等合併を前提に協議を進められたものであります。新町を建設する上では、

お互いを知り、お互いのよいところを取り上げながら協議調整を行い、合併後新町建設計画

に基づいて那珂川町が動き、新町醸成に議員の皆さんを初め町民皆さんの協力を得てきたと

ころであります。 

  当時、那珂川町合併に尽力いただいた方々は、最初から順風満帆はあり得ない、荒波への

航海、馬頭町、小川町ではなく新しい那珂川町をつくれ、町の形成には10年はかかるなどと

さまざまな助言、提言をいただいたものであります。旧町をないがしろにするわけではなく、

旧町を知り、それを出発点に那珂川町という新しいもの、新しい町をつくり上げていく、容

易なことではないのは誰が見ても明らかであり、時間のかかるものであります。 

  社会情勢や人口形態、町民の考え方など、時間とともに刻々と変化し、そのときどきの情

勢を見詰めながらも、大所高所をもって常に前に向かって歩んでいかなければなりません。

対等合併のはずがいつの間にか吸収合併になっているという声があるとのことですが、その
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ような思い、考えは毛頭もございませんし、小川地区の公共施設だから廃止するという考え

も全くございません。新町建設計画や総合振興計画、行財政改革に基づき、効率的な行政運

営を構築するためであり、そのことは議員の皆さんも十分ご理解いただいているものと考え

ております。 

  まだまださまざまな問題を抱えているにせよ、私としては総体的に考えて、多くの町民に

はご理解をいただいているものと考えており、町長として町民の皆さんに町政への理解をい

ただくよう努力し、邁進していくことが執行者としての使命であると考えております。 

  次に、市町村の分離合併についてでありますが、これは地方自治法に基づいて行われるも

のであり、また、地方自治の根幹にかかわってくる事案となります。地方自治法では廃置分

合及び境界変更として規定されており、１つの市町村が分割、すなわち分離して２つの市町

村になる場合は、廃置分合の１つの形態であり、１つの市町村の一部が分離して別の市町村

に編入する場合は境界変更となります。いずれにおいても地方自治法第７条において、関係

する市町村の議会の議決を経て、関係市町村が知事に申請し、県議会の議決を経て総務大臣

に届け出を行い、総務大臣告示により効力が生じることとなっております。 

  また、町を分割しようとする場合は、知事があらかじめ総務大臣に協議し、その同意を得

なければならないとされており、質問の分離合併、すなわち町を分割する場合の分離独立に

ついても法的には事務手続を踏むことになります。 

  那珂川町は合併して８年、新町建設計画や町総合計画を策定し、町の一体化を前提に前に

進んでいる中でそのような考えは全くありませんので、ご理解いただきたいというふうに思

います。 

  次に、３点目の庁舎建設場所についての質問にお答えいたします。 

  議会特別委員会の意思決定については意見の集約ができたと聞いておりますが、正式な報

告を受けておりませんので、益子議員のご質問にお答えいたしたとおり、現段階において答

弁は差し控えさせていただきます。ご質問の以前は水田だったことや湧水があったことなど

については真摯に受けとめさせていただき、今後の測量、調査、造成、設計業務等に反映を

させていきたいと考えております。 

  また、町に対する庁舎建設等検討委員会の答申は、大変熱心な協議の末、全委員の総意と

して庁舎建設候補地として２つのエリアが併記によって示され、報告があったものが事実で

あります。３分の２の委員が庁舎建設場所に旧水産試験場跡地という質問がありましたが、

事実を確認いたしましたところ、委員会において協議をしている中で、会議の席上１人の委
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員の意見として発言したものであると伺っており、検討委員会においては３分の２の委員が

旧水産試験場跡地を推選したとは聞いておりません。したがいまして、意見集約の議論の中

での発言と聞いております。 

  庁舎建設候補地の選定理由については、幾度となく私の考えを申し述べさせていただき、

さらに、昨年16会場で実施した町政懇談会の席においても私の考えを説明し、大方の町民の

皆さんにはご理解いただけたものと思っております。 

  最後に、４点目の民間産業廃棄物施設に関する質問にお答えしたいと思います。 

  民間の事業者が設置する産業廃棄物処理施設の許可権限は町ではなく知事にありますが、

許可の前提として、県が定める指導要綱に基づく事前協議等の中で町への意見照会がありま

すので、その中で設置について、生活環境の保全の上、支障が大きいとの意見を述べること

が可能と考えております。 

  なお、先日の計画変更説明会の中で、県においても事前協議の中で配慮していきたいとの

意見がありましたので、申し添えます。 

  ２点目の質問については担当課長から答弁をさせます。 

○議長（鈴木和江君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（穴山喜一郎君） 文化行政に関する質問についてお答えします。 

  最初に、提案型補助金につきましては、行財政改革の一環として調査研究を進めた結果、

平成21年度に那珂川町提案型補助金実施要綱を定め、団体の提案により自発的・自主的に行

われる活動に対して、町補助金負担金等審議会の答申を受けて補助金を交付しています。 

  ご質問の文化団体につきましても、当初に補助金の趣旨をご理解いただき、平成22年度か

ら平成24年度まで３カ年間交付をし、団体の育成及び継続的な活動の支援を行ってきたとこ

ろです。各団体と現在は自主的な独自の活動を行っております。提案型補助金の交付は終了

しましたが、今後とも町としまして文化振興の観点から団体の事業実施に当たりましては、

支援協力をしていきたいと考えています。 

  ２点目の文化財保護行政につきましては、町として文化財の維持修繕、啓蒙普及活用など

幅広く取り組んでいるところであります。 

  文化財愛護会の補助金につきましては、平成24年度をもって終了したところでありますが、

文化財愛護活動を推進するために、文化財愛護会とともに積極的に事業を行ってまいります。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 



－44－ 

○１番（佐藤信親君） １番目の第１点目について再質問いたします。 

  やはり町長は、合併に吸収とかそんなものは考えていないと今言われましたけれども、や

っぱり地域の住民にとっては、町長の考えと若干のずれがあると。特に、小川庁舎の土日の

閉庁、これについても相当の違和感がございました。また、児童館の閉館、あとふるさとの

森の三重塔の撤去、行財政改革のもと、施設の統廃合がここ数年のうちに一気に進められた

ことも一因になっているのではないかなというふうに思います。住民に負担を強いる施策が

住民感情そのものがもう分離へというふうに至った要因の１つになっているのではないかな

というふうに、私も地区住民との会話の中でそう感じてまいりました。 

  合併して８年がたっておりますが、両町の隔たりはそう容易には埋めることはできないと

いうふうに私も思います。地域住民に配慮した施策の展開が今後の課題と考えておりますが、

町長はいかがかお伺いしたいと思います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 私は、２町が合併し那珂川町になったんでありますから、お互いのこ

っちがこっちにえこひいきするとか、そういう考えは毛頭持っておりません。そういうこと

をもって町政を執行したのでは、これは合併のときの精神に違反しますから、これは私はそ

ういうことは考えておりませんし、また、事業が偏っているんじゃないかという今のご意見

でありますが、私が調べたところによりますと、全く公平に事業の執行を行っております。

どちらかといえば、旧小川さんのほうに多くの事業がされているというふうに私自身は思っ

ておりますし、事実調べた結果によりますと、そのような結果が出ております。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） 当然、町長の言われることについてはご理解いたしますけれども、や

はり住民感情からすれば、町長に言われていることと実際自分たちが感じることというのに

ついては、相当な隔たりがあると、確かに町長は一生懸命やってくれていますけれども、そ

れが地域住民に相受け入れられることかというふうになってきますと、受け入れられるよう

な状況ではないというような感情でいる方が相当いるということで、私、今回こういう質問

は余りしたくなかったんですけれども、やはりそういう感情を抱いている以上、質問しなけ

ればいけないなと思って質問したわけなんですけれども、町長さんがそういうふうにやって

いると言ってもそういうふうに受け取られない、事実。これをどのようにして埋めていくか。

今後の町政を運営していく上で重要な課題になってくるのではないかなというふうに思いま
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すので、その点について町長、今後、細部にわたって検討いただければなというふうに思う

んですが、いかがでしょうか。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 確かに、旧馬頭と旧小川は人口が違いますから、どうしても人口の少

ないほうは吸収合併という、そういう感じになるだろうと、そう思います。決してそうでは

ないんですけれども、対等合併であります。そのようなことで、そういう感情があるという

ことは、やはりこれは解消していかなくてはならないというふうに思います。両町の融和に

ついてはなお一層私も努力してまいりたい、そのように思います。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） それと、もう一つ大きな要因としては、庁舎の建設場所等についても

若干影響しているのかなというふうに感じますので、そういう点も考慮しながら、今後進め

ていただければなというふうに思います。 

  １点目は終わりにします。 

  ２点目でございますが、先ほど町長のほうからご説明がありましたけれども、分離合併は

可能であるという考え方でよろしいんでしょうか。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） これはいろんな手続が整えば、それは可能でしょうね。それには議会

の議決も必要だし、あるいは場合によっては住民投票といいますか、そんなのも必要かなと、

そう思います。いずれにしても、私としてはそのようなことは考えたくもございません。融

和して、これからも旧両町の発展のために頑張ってまいりたいなと、そう思っております。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） 埼玉県の今現在、鳩ヶ谷市となっていますけれども、元川口市と合併

したときは鳩ヶ谷町であったんですけれども、やはりそういうことで分離合併の機運が高ま

って、旧鳩ヶ谷町住民を対象とした分離合併についての住民投票をしたと。そこで過半数の

賛成者がいたので、川口市からの分離を果たしたと。現在市になっておりますけれども、や

はり最終的には住民投票によって過半数を得れば、町議会の承認を得られるか得られないか

は、これは別な問題として、法的には住民投票を経て申請をして議決を経れば可能であると

いう認識でよろしいんでしょうか。 
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○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 私も何回も言っているように、そういうことはこれはもう考えるべき

でないと私は思っておりますが、法的にはまさにそのとおりだろうと、そう思います。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） 分離合併とあわせて、一部地区の分離についてもそれは可能であると

いうことも考えられますよね。そこで分離合併、はっきり言って私だって、今合併したばか

りでこういう話をするのは本当に心苦しいところがあるんですけれども、やはり現実的に歩

いてみて、町民からの話を聞きますと、どうしても１回は質問しておかなければいけないな

というふうな思いでやっているわけなんですけれども、なかなか分離という感情に至るまで

には相当な思いがあると思うんですよ。先ほども申しましたように、分離合併をさせないよ

うな施策を今後努力していただければなというふうに思います。そのようにやりますという

ふうに町長の強い言葉を一言いただきたいんですが、いかがなものでしょうか。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 私は今まで、那珂川町は一つだという考えで公平公正に町政を進めて

まいりました。今後ともそのつもりで頑張っていきたいと思っております。ですから、そう

いう声が出るということは、私はそういう声が私の耳に入ってきたというのは余り聞いてい

ないんですね。そういうことで、私は那珂川町は一つだという考えで、合併してまだ８年で

すから、まだいろいろな考えを持っている方もいるでしょう。融和に努めてまいりたい、本

当に一つの那珂川町になるように頑張ってまいりたいと、そう思います。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） できればそのような感情を排除するような施策をこれから続けていた

だければというふうにお願いして、１項目めの質問を終わらせていただきます。 

  ２項目めの文化行政について。文化というものは、これは幅が広過ぎて定義づけることは

ちょっと難しいかなというふうに思うんですけれども、やはりそこに芽生えた物事が長く

人々から伝承され継続されてきて、それが伝統となり、また文化となってくるのではないか

なというふうに思っております。 

  今回、提案型の補助金で打ち切られた事業等については、長年の年月をかけて今まで来た

団体もございます。特に旧町時代から補助をもらって活動していた、具体的な名前は出して
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はどうなのかということもありますけれども、地囃子保存会とか、あと第九を歌う会は合併

後に出てきたかなというふうな感じがしますけれども、先ほど町長のお話にもあったように、

両町の融和を図るという意味で、第九を歌う会なんかはすごくいい団体だなというふうに思

っております。運営内容等については相当な経費がかかっていると。そこへ至るまでには関

係各位のいろんな努力によって、講師を呼んできたりとかいろんな協力をいただいてやって

いると。そういう面で、会費だけでやれと、確かにそれは建前はそうかもしれませんけれど

も、町の文化の振興、町のステータスを上げていく上ではやはり文化の薫るまちづくり、そ

ういうものを目指す意味からも、こういう団体についてはやはり補助していくべきではない

かなというふうに思います。あと、まほろば太鼓だって、県内各地、あとは遠くは秋田県の

ほうまで行って活動しております。これもやはり１つの那珂川町の文化として伝統ある団体

として活動していけるよう、こういうのは補助していくべきではないかなというふうに思っ

ております。 

  今後、その点について改める考えはあるのかないのか、お伺いしたいというふうに思いま

す。 

○議長（鈴木和江君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（穴山喜一郎君） 補助金は終了しましたけれども、今お話がありました第九

を歌う会につきましては、新たに県のほうの関係の補助金がありまして、今年度受ける予定

です。それと、まほろば太鼓につきましても、補助金は終わりましたけれども、町の事業等

によりまして、演奏などをした場合、出演料という形で支援できるかと思います。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） 大体それは若干の手当はするという形でありますけれども、継続的な

活動を展開していく上で、県の補助であっても期限つきだと思うんですよね。そうではなく

て、１つの施策としてこういう団体を継続的に育てていくんだと、町の顔として、そういう

考えがなければ私は文化というものはなかなか根づかないのではないかなというふうに考え

ておりますので、今さら、今すぐ補助金をつけろということはなかなか難しいかなと思うん

ですけれども、町にあるべきものはきちっと守り伝えていかなければいけないんではないか

なというふうに考えますので、出演料を払うとかそういうのは、もし町でお願いしなければ

出演料は入ってこないということになってしまいますので、そうしますと、その団体の財政

基盤が危うい状況になってまいりますので、やはり金の切れ目が縁の切れ目みたいな形にな
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って、せっかくここまで来たのが解散してしまうというようなことにならないように、１つ

の施策として、今後考えていかなければいけないのではないかなというふうに思います。こ

この点については、町長のお考えをお伺いしたいなと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 提案型補助金については、これは３年間ということでございました。

これは３年間で独立してもらうと、自分らで運用できるようにしていってもらうということ

での提案型補助金なんですね。しかしながら、いろいろ今聞きますと、欠点もあります。こ

こで出なくても、文化財愛護活動については、町では事業費としてそっちへ出していますの

で、そっちから出せるかなと、そう思っております。しかしながら、今言った、これが欠陥

があるとすれば、やはり見直すことも必要かなと、そう思っております。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） あと、先ほど申しました地囃子保存会、これもなかなか伝統のある保

存会なので、やはりこれも継続して孫子の代までずっと続いていくのが、本当の歴史と伝統

に培われた伝統芸能的になっていただければなというふうに思っているんですけれども、ま

だ復活して二十数年しかたっていないので、やはりこれも町の施策の１つとしてこういうの

は育てていくんだという育成補助ではなくて政策的な補助という形でやっていただければな

というふうに思いますので、その点についてよろしくご検討願えればなというふうに思って、

１点目については終わりにしたいと思います。 

  ２点目について、文化財愛護会に対しての補助金の打ち切りについてでございますが、私

も一応会員になれということで会員になっているんですけれども、補助金の内訳を見ました

ら４万円。40万円じゃないのかなと思って見直したら、やっぱり４万円。それで旧小川時代

については文化財保護協会といっていましたけれども、そこに対しては30万円から40万円

の毎年補助金を交付して、そこで古文書の解説とかいろいろな発掘の関係の手伝いとか、あ

と埋蔵文化財、いろいろな文化財の情報を持ってきていただけるというような活動をしてい

ただいていたという記憶がございます。 

  私もその４万円という補助金を見たときに、この町は何を考えているんだろうと。文化財

というものに対する認識というのが甘いのかなと。何だろうと、一瞬そう思ったわけなんで

すけれども、旧小川地区については、もう文化財というのは文化財の町といった標語をして

いたぐらい文化財に対する熱意はあったんです。前にも質問したこともありますけれども、
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合併したら文化財の熱が一気に冷めてしまった。会員数も800人近くいたものが現在百何十

名になってしまったというようなことで、旧馬頭地区についても、古館とかいろんな有名な

埋蔵文化財の地区もございます。またいろいろな遺跡、また金山坑口もあったりとか、そう

いうものの調査研究を文化財愛護会がやると。行政がやるのではなくて愛護会がやっていく

というような形で活動を展開して、もう少し会員数をふやしていけば、さまざまな情報が愛

護会に入ってくるというようなこともありますので、愛護会の補助金は、これは本当に町の

文化財を保護するという政策的な観点に立って補助金を交付すべきではないかなと、これを

提案型にすり替えるという、その感覚が私にとっては理解できない面があるんですけれども、

その点について再度お伺いいたします。 

○議長（鈴木和江君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（穴山喜一郎君） 文化財愛護会の補助金につきましては、ご指摘のとおり、

４万円でございます。今年度をもって終了しましたけれども、今まで文化財愛護会が発行し

ておりました広報誌、これを今年度末にて予算化しまして、その紙面づくりを愛護会の方に

お願いをしたいと思っております。また、愛護会の皆様に案内看板などをつくっていただき

ましたので、町としましてもあわせて協力していきたいと思います。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） 確かに、今課長が言われたことはわかるのはわかるんですけれども、

これが町として、町の文化財行政を進めていく上で、やはりこういう例というのは関係市町

村、文化財を持っている市町村でこういうのはないと思うんですよね。ましてや、旧小川町

文化財愛護会というのは文部大臣表彰を受けたぐらいに活発にやっていたわけですよ。やは

りそれだけ文化財に対する熱意というかそういうものがあったわけです。また、最近では那

須家の研究ということで、大田原市は観光でやっていますけれども、旧小川は研究で行くん

だということで、10冊ぐらいにわたって発刊されていると思うんですが、今小川の図書館に

ありますけれども、そういう研究活動を展開しているということもあるわけです。 

  これはやはり町の文化財行政の柱になってくるのではないかなというふうに考えておりま

すので、やはりこれはそういう物質的な援助的なやりとりではなくて、きちっと補助金とし

て正確に位置づけてあげるということが文化財を愛する者たちへの恩に報いるというか、そ

ういう形ではないかなと。そこに町と団体の協働のまちづくりが生まれてくるのではないか

なというふうに思いますので、これはぜひ補助金復活をさせていただきたい。４万円なんて
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いうことじゃなくて、やはり十分な活動ができる、文化財愛護団体は無駄な使い方はしてお

りません。ですから、もっと調査研究が進めるような補助を団体として進めてもらえればな

というふうに思いますので、町長この点についていかがお考えか、お伺いしたいと思います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） まさに文化の薫る町馬頭、小川、どっちにもいろんな遺跡があります。

そういうことで、これはやはり提案型補助金については３年で終わりということであります

けれども、これは検討していくべきかなと、そう思っておりますし、また、そのほかに文化

財愛護活動についても考えるべき点があるのかなと。４万円ではちょっと大変だろうと、そ

う思いますし、その点については検討してまいりたい、そのように思います。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） 今の町長の答弁聞きますと、何とか復活できればいいかなというふう

に思っております。やはり文化財というのは先人たちが築き上げてきたものの証であるわけ

ですよね。それをないがしろにしてしまうということは、今我々ここの地に生きている人間

として自己否定されるような感じになってしまうと。先人たちが残した文化、そういうもの

をお粗末にするということはこの町自体もお粗末にするという、やはり心豊かなまちづくり

を目指して、文化の薫るまちづくりを目指すのであれば、こういう文化財、先ほど申しまし

た文化団体の補助金も充実させて、本当の文化の薫る町にしていかなければいけないのでは

ないかなというふうに考えますので、町長、その点につきましては十分なるご配慮をお願い

して、この点についてご質問を終わらせていただきます。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 提案型補助金については、３年間という期限つきであります。これは

例えばホンモロコことか、いろいろありますね。そういう３年間で自立できるようにという

ことで補助を出しているわけなんですね。ただ、この文化財愛護活動については、またこれ

は違ってくるんじゃないかなと、そう思いますので、これも提案型補助金と一緒ではちょっ

と、継続性のあるもので、これは那珂川町の文化をずっと継承していく上において必要なも

のでありますし、そのようなことから、この件についてはよく検討してまいりたいと、そう

思っております。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 
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○１番（佐藤信親君） これで終わろうとしたんですけれども、今町長のほうからお話伺って、

これは文化財愛護会というか、文化財行政にかかわる団体、これは提案型で処理するべき団

体ではないということなんですよね。今町長さんから言われて、先に言われてしまったなと

思ったんですけれども、本当に事実そうなので、なるべく町長、よろしくお取りはからいく

ださるようお願い申し上げます。 

  以上で、２項目めについては終わりにいたします。 

  ３項目めの庁舎建設場所についてお伺いしたいと思うんですが、町長は、庁舎等建設にか

かわることについては、まだ答申を受けていないから答弁することはできないといったこと

でありますけれども、この間、新なかがわ先月号に書かれていたんですけれども、地下１階

地上３階というようなことが書かれていたわけでございますが、２メートルほど掘ると湧水、

水がわき出てくるというようなことも隣接の建設現場からもそういうことがありましたので、

例えば地質調査、土質調査等をした場合、不適合であるという結果が出ても、基礎工事を変

えれば、現在の候補地である山村開発センター跡地に建てるというふうになるのでしょうか。

お伺いいたします。 

○議長（鈴木和江君） 総務課長。 

○総務課長（益子 実君） まさにこれから土質調査あるいは地質調査、これらを実施してま

いります。しかし、あの場所には既に山村開発センター、それから総合福祉センターが建設

されております。今回の地震においてもほとんど被災がなかったということから、施工上も

考慮していきたいと思っております。 

  先ほど冒頭にご質問がありました地下１階、地上３階というようなご質問がありましたけ

れども、これは町のほうで一切発信はしておりません。また、そういう考えもありません。

基本構想の中では２階建てを想定をしまして構想として出させていただいておりますので、

現時点でそういった考えはございません。 

  以上です。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） 今の山村開発センターの岩盤が出ているみたいですよね。５メートル

あたりのところですか。その岩についてある建設業者の方から聞いたところ、水に触れなけ

ればかたいが水に触れるとやわらかくなると。そういう性質を持った石だということもあり

ますので、今後、土質調査、地質調査を進める上でよく分析をしていただきたいなというふ
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うに思います。もし不適合であれば、山村開発センターでなく水産試験場跡地も土壌調査と

か地質分析なんかもやったおいたほうがいいのではないかなというふうに思いますので、そ

こはやれとも言えませんので、一応要望としたいと思います。 

  ３項目めの２点めは以上で終わりにします。 

  ３点目なんでございますが、町長は３分の２は意見の集約だと先ほど言われましたけれど

も、議会としましても意見の集約なんですよね。９対６というのについては。それはさきの

定例会で質問された議員が町長室に伺ってその話をしたら、町長は知らなかったというお話

をされたということで、私もそれを質問者から聞いているわけでございますけれども、町長

は検討委員会の報告書を読んだのか読まないのか。この中で２月16日に検討委員会があった

わけですよね。町長が全員協議会で報告したのは２月23日。約１週間。報告書も出ていない

のに、当然あれだけの膨大な報告書をまとめる、はっきり言って町長は報告書を読んでいな

いと思っているんですよ。１週間でそれを取りまとめて町長に、はい、どうぞというまでに

は行っていないと思うんですよね。 

  そこで、私は前から言われていましたように、検討委員会が始まる前から、庁舎は山村、

消防庁舎は水産試験場というのが出回っていたみたいなんです。現に私も23日のときに、町

長が説明を受けたときに私申し上げたように、23日の前にも、他の町からもう決まったんだ

ってなというお話を聞いている。秘密会であったものがそういうふうに町外まで漏れ承って

いる。そういう検討委員会の報告書というものはいかがなものかというふうに、もう現在決

まっている方向でいっていますが、やはりそういう不自然な流れの中でこういうふうに決ま

っていったということについて、私は本当に何と表現していいのかわからないくらいの思い

でいるわけなんでございますが、これはやはり検討委員会が始まる前に大体そういう話がで

きていて、検討会が終わった、じゃ、次は報告だということで何か既定の路線で、検討委員

会の検討過程はどうであってもいいと、けつは決まっているという形でしか私は受け取れな

いというふうに考えているんですけれども、その点について町長、私の考えは間違っていま

すでしょうか。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） ３対２、これについては私が聞いた話では、これは各委員の自由な意

見を聞いたときに、１人の議員がそういう発言をしたと。それはどういうことでそれを集約

してそういう発言したのかわかりませんけれども、そのようなことであったと、そう聞いて

おります。 
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  それから、庁舎はもう既にあそこだと決まっていたんだと。これは私は、ありません、は

っきり言って。検討委員会にかけて、検討委員会の答申を受けて、そして執行部としては方

針を決めたいと、そう最初から決めておりましたから、ですから、そのとおり、検討委員会

の報告を受けて議会に報告をした次第であります。その結果、議会のほうでは特別委員会を

つくって、本当にそこがいいのかどうかという検討をしていただいたわけであります。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） 町長、今、検討委員会の報告を聞いてですか。読んでじゃなくて、聞

いてなんですか。 

〔「答申は読んでいますよ」と言う人あり〕 

○１番（佐藤信親君） 読んでいますか。だったら、その３分の２という項目が２カ所出てく

るわけですよね。ではいいです。３分の２というのが59ページだったか、ちょっと私も忘れ

てしまったんですが、２カ所出てきます。３分の２以上の委員がそういうふうであったと。

それで検討委員会が２月16日に終わったわけですよね。当然、夕方の５時ごろまでかかって

17、18、19、20、21、22、６日間であれだけの資料をもとにつくって、それを町長に検討

委員会としての報告として出されて、それを読めるのかどうなのかというのも問題。ただ私

は、結果でＡとＢですよ、どっちですかという、内容を読まないでそういうふうに言ったか

なとしか私は思えないという考え方なんです。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 先ほど言われた点については、これは会議録に書かれていることで、

それは会議録は私も読んでおりますし、答申について、私は当初受けたのについて議会のほ

うに報告をしたということでありまして、これは私は前も言いましたように、最初から執行

部ではあそこにもう決めていたと、そんなことは全然ございません。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） でもそういうふうに言われても、もう事前にそういううわさが飛び交

っていた中でそういうふうになってきてしまうと、町長はたとえそういうふうに思っていな

くてもそういうふうに勘ぐられてしまうと。やはり秘密会議をやるのであれば、徹底的に秘

密会議をやるべきではないですか。そう私は思うんです。私も場所を決定したよという話を

町外から聞いたということにすごくショックを覚えているわけです。当然町内から聞こえて
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くるのもおかしいですけれども、町外の方から聞いてきたということで、私、ショックを受

けちゃった。 

  それで、あの23日、大分私いろいろ不満を言ったと思うんですけれども、やはりそういう

ところに情報管理の甘さというかそういうものがあったのではないかなというふうに思いま

すし、町長が幾らそういうふうに言ったとしても、そういう情報操作の結果がこういう結果

になってきたというふうに思われても私はやむを得ないというふうに思うわけなんですが、

いかがなものでしょうか。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） どうもこの問題、庁舎は最初から決まっていたというひとり歩きをし

ているようなんですね。情報がそういうふうにひとり歩きしたというのはどういうことなの

か私もわかりませんけれども、操作をしたわけでも何でもありません。ですから、これは検

討委員会で検討された答申によってあのように２つのエリアを答申されましたから、それに

従って執行部としては決めたわけであります。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） これ以上町長を責めてもあれなので、ここら辺でやめておきたいとい

うふうに思うんですが、そういうふうにうわさがひとり歩きしてしまっているというような

ことじゃなくて、やはり秘密を守るんだったら徹底的に秘密を保持すると。今庁舎等検討委

員会を鹿沼市でやっていますけれども、あそこは全部公開でやっているわけですよね。なぜ

それが突然途中から非公開になったのか、そういうところからもこういう憶測が生じてくる

のではないかなというようなこともありますので、今後はこのようなことがないように、十

分注意していただきたいというふうに思います。 

  最後の件について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律15条の第１項に基づきということ

で規定されているわけなんですけれども、民間産業廃棄物処理施設を設置する場合は当然知

事の許認可事項にかかわることでございますけれども、この間、梅平地区の方が町長に質問、

町長に質問すること自体もおかしかったのかなと思うんですけれども、司会の方が町長さん

でよろしいんですかと念を押した上で、その方はそうですというふうにして質問されたと思

うんです。そこで町長は、つくらせませんとはっきりと言ったわけです。当然それが間違っ

ていたということではあるとは思うんですけれども、そこに副町長もいて、副町長も何のフ

ォローもしないというようなことがあったので、やっぱりトップツーがいて、町長が言った
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ことに対して、はい、そうですかというふうに、当然地区住民の方は聞いちゃうわけですよ

ね。そうすると、それは間違いであったと。たとえ町長の思い、熱いつくらせないという思

いがあったがゆえにああいう結果的な発言になってしまったのかなというふうに、よく解釈

すればそうなってくるかなと思うんですけれども、当然あの答弁を聞いた地区住民の方は、

つくらせないという感覚でいっちゃうと思うんですよ。 

  私はこれは絶対法的にきちっと手続にのっとった申請で来れば、県も許可せざるを得ない

と思うんですよね。町が幾らだめだと言っても、当然つくらせなければいけない。もしそれ

を不許可にすれば、行政不服審査申し出等の法的な手段に出てくる可能性がありますので、

それはないと思うんですけれども、これを町長が答弁してしまったということについては、

何らかの形で地域住民に対し説明すべきではないかなと、私の思いでこういう思いがあって

こういう発言をしたんだという思いをちゃんと地区住民に説明すべきではないかというふう

に思うんですが、いかがなものでしょうか。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 私は民間産業廃棄物処理とは言っていなくて、あのときは中間処理と

言ったのではないでしょうか。 

〔「民間」と言う人あり〕 

○町長（大金伊一君） 民間中間処理場でしょう。私はつくらせないと言ったのは、もちろん

許可権限は町でなく県にあることは知っていますし、これはやはり設置をするには、県から

事前協議が町に当然ありますし、私としては信念として、これ以上廃棄物処分場は必要ない

と思っていますから、私は町民の人と一緒になってこの問題については反対をしていきたい

と、そういう信念からそう言いました。 

○議長（鈴木和江君） 佐藤信親君。 

〔１番 佐藤信親君登壇〕 

○１番（佐藤信親君） 私も先ほど申しましたように、町長の熱い思いがそういう言葉になっ

てしまったのかなというふうに私も言ったわけなんですけれども、確かに町長の気持ちはよ

くわかります。でも、許認可関係は県にあるわけでございますから、知事にあるわけですか

ら、やはりそこで誤解を招いて、町長がつくらないからつくらせないんだという感覚ではい

けないと思うんです。 

  そこを下手に反対すれば、行政不服審査法によって今度は町が訴えられる可能性もありま

すので、町長の熱意はわかります。それを熱意がそういう発言になったんだという形で説明
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はしておかないと、何だ、町長つくらないと言ったのにできちゃったとかと、将来の話です

けれども、そういうことになりかねないので、その点についても十分注意していただきたい

なというふうに思っております。 

  時間もなくなりましたので、以上で終わらせていただきます。 

○議長（鈴木和江君） １番、佐藤信親君の質問が終わりました。 

  ここで休憩いたします。 

  再開は２時40分とします。 

 

休憩 午後 ２時２８分 

 

再開 午後 ２時４０分 

 

○議長（鈴木和江君） 再開します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 大 金 市 美 君 

○議長（鈴木和江君） ６番、大金市美君の質問を許可します。 

  ６番、大金市美君。 

〔６番 大金市美君登壇〕 

○６番（大金市美君） 議席番号６番、大金市美です。一般質問最後になりますけれども、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

  私は、大金町長１期４年間の実績等について質問をさせていただきます。 

  大金町長は、平成21年11月に協働のまちづくり、行財政改革、安心・安全のまちづくり

等を公約に掲げ町長に就任し、１期４年が経過しようとしています。大金町長はこの間、休

日昼夜を問わず日々精力的に政務をこなしてまいりましたことに対し、敬意を表する次第で

あります。 

  それでは、公約の実績等についてご質問をいたします。 

  まず、１番目として、協働のまちづくりでは農林商工業の活性化、企業誘致の促進、２番

目に、行財政改革では町長給与等の削減、行政組織のスリム化の推進、３番目が安心・安全
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のまちづくりで教育対策、新たな交通システムの推進、子育て支援策などであります。大金

町長は、これらの公約実現に向け町政運営を推進してこられましたが、４年間を振り返り、

その公約等についての成果と実績について町長の所感を伺います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

〔町長 大金伊一君登壇〕 

○町長（大金伊一君） 答弁をいたします。 

  私は平成21年11月に協働のまちづくり、行財政改革、安心・安全のまちづくりの３点を

選挙公約に掲げ、町長に就任してからまもなく４年が経過しようとしております。それでは、

ご質問の私の公約を中心に、所感をまじえお答え申し上げたいと思います。 

  まず、第１点目の協働のまちづくりですが、町長に就任早々平成22年３月に、まちづくり

は地域住民が主体であるという新たな住民自治の確立を目指す協働のまちづくり推進計画を

策定しました。その中で実践されているものとして、地域住民と馬頭高校水産科、宇都宮メ

ディア・アーツ専門学校などと行政の産学官連携によるホンモロコの養殖や温泉トラフグの

商品開発等を行い、八溝ししまるの本格販売とあわせ馬頭温泉郷などで提供されるなど、町

民を元気づける話題となっております。 

  また、平成21年に策定した那珂川町環境基本計画に沿った取り組みとして、那珂川町のイ

メージキャラクターなかちゃんが登場する小学生向けの環境学習資料を製作し、環境教育に

活用するなど、それぞれの分野で那珂川町をフィールドにいかんなく力を発揮していただい

ております。また、マイバッグキャンペーンなどを通じ、環境に対する啓発を行っておりま

す。 

  さらに、地域の支え合い体制を確立させようと、昨年度、地域見守りネットワークの支援

体制がスタートしました。この支援体制は、町と民生委員連絡協議会、那珂川警察署の３者

で見守り協定を締結し、また、郵便局や新聞配送店などの関係機関にもご協力をいただき、

見守り活動を行うというものでございます。行政区においても地域見守り隊が誕生するなど、

高齢者が住みなれた地域で安心して暮らしていける取り組みが始まっています。 

  次に、準限界集落において、商工会が中心となって生活必需品などの宅配サービスや見守

りを兼ねたサポート事業なかがわ元気応援隊が発足するなど、住民参加の助け合いの輪が広

がっております。 

  福祉の分野では、平成23年７月にデイサービスセンター咲楽が、平成24年３月にはデイ

サービスセンターえがおが、同４月には地域密着型サービス施設えにし苑が開所し、福祉施
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設が充実されました。さらに地域密着型特別養護老人ホームが平成27年４月開所に向けて計

画を進めているところであります。 

  子育て支援では、中学生までの子ども医療費の無料化を実施いたしました。産業の分野で

は、産業の振興と新たな雇用創出を図ることを目的に企業立地促進条例を制定し、これが桜

乳業やタテヤマ、トーセンなどの企業の進出につながり、ひいては雇用の拡大に結びついて

いるものを考えております。温泉トラフグやホンモロコ、東部地区で今後展開するであろう

バイオマス発電などは、今後の町の活性化に大いに期待しているところであります。 

  次に、２点目の行財政改革でありますが、まず、就任早々、みずからの町長給与、私の給

与の30％をカット、副町長、教育長の給与10％カットを実施しました。また、第１次行財

政改革推進計画では、約24億円の財政効果を上げたところでありますが、特に行政組織のス

リム化を推進するに当たり、経費節減の一助として、実情に即した職員の削減を中心に実施

してまいりました。平成24年３月、第２次行財政改革推進計画を策定しましたので、今後行

政サービスの低下を招かない範囲で、さらなる職員の定員適正化の見直しを進めてまいりま

す。 

  合併時300人の職員数が現在は220名体制となり、平成28年度には209人を目標としていま

す。事務事業につきましては、選択と集中をもって取り組み、財源の重点的、効果的な配分

を図りながら、財政運営の質的充実と効率化を目指してまいります。 

  次に、３点目の安心・安全のまちづくりでは、東日本大震災によって被災した公共施設や

道路、上下水道などの復旧復興に全力を注いでまいりました。また、住民への情報伝達の手

段として、停電時にも対応できるバックアップシステムを備えた屋外拡声装置を設置しまし

た。さらに、町独自の災害支援制度を創設し、被災家屋復旧の一助としての活用を図りまし

た。一方、東日本大震災の災害対応を検証し、原子力災害を含めた那珂川町地域防災計画の

見直しを行い、防災マップや防災ハンドブックを作成し、全戸に配布いたしました。さらに

災害に備えた発電機等の機材や飲料水、食料などの備蓄品を整備いたしました。 

  教育施設については、小・中学校の各施設の耐震化や設備工事等を行い、各小・中学校の

耐震化にめどがつき、スクールバスの運行など教育環境の充実を図りました。 

  新たな公共システムとして、デマンド交通システムが確立され、高齢者がのき先から不自

由なく目的地まで外出できる交通システムとして定着してまいりました。また、平成23年４

月には、ＪＲバス廃止に伴い、コミュニティバス馬頭烏山線の運行を開始し、住民の足の確

保に努めてまいりました。 
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  最後に、被災した役場庁舎の建設でありますが、おかげをもちまして、議会特別委員会が

約１年３カ月にわたり慎重にご審議をいただいた結果、意見の集約ができたと聞いておりま

す。早急に基本計画を策定し、町民の皆さんからのご意見、ご要望については基本計画に反

映させてまいりたいと考えております。 

  現在被災し、４カ所に分散している庁舎を町民が利用しやすく親しみやすい町のシンボル

としての庁舎、そしてまさに災害時の防災の拠点となる庁舎の建設に邁進し、住民サービス

の向上を満たしていきたいと思っております。 

  以上、私が選挙公約に掲げた項目はほぼ達成し、成果を上げております。しかし、少子・

高齢化と人口減少が急速に進行しているのが現実であります。アクセスの悪い那珂川町にと

って、働く場所の確保や人口減少を食いとめることは一朝一夕には解決できません。中長期

の展望を持って、粘り強く取り組まなければなりません。町民が生き生きと将来に希望を持

ち、安心して暮らせるまちづくりに向けて施策を展開することが大変重要であり、今後もそ

のことを肝に銘じて町長職に当たっていきたいと考えております。 

  私の信条は、皆さんの意見を幅広くお聞きし、それらを集約、精査し、町政に反映させて

おります。見方によってはいろんな評価もあるかとは存じますが、今後もその考え、姿勢は

変わりはありません。先ほども申し上げましたが、新庁舎建設は那珂川町のまちづくりにと

って最も重要な事業の１つであると認識しておりますので、町民が利用しやすく親しみやす

い町のシンボルとしての庁舎、そしてまさに災害時の防災の拠点となる新庁舎の建設に道筋

をつけ、住民サービスの向上を図ることが私に与えられた最大の責務であると考えておりま

す。 

○議長（鈴木和江君） 大金市美君。 

〔６番 大金市美君登壇〕 

○６番（大金市美君） ただいまの答弁により、大金町長の公約はほぼ達成し、あるいは進行

中と理解をいたしました。 

  それでは、公約以外の町で対応しなければならないものや緊急を要するものなど、取り組

まなければならない施策、事業はあるのかお伺いいたします。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 先ほども答弁しましたが、４年前の私の公約は進行中のものも含めほ

ぼ完了をしておりますが、中には中長期的に取り組まなければならない案件もあります。那

珂川町に限らず国全体の問題として、少子・高齢化が急速に進展をしております。そのため
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には、子育て環境、少子化対策は急務の課題と考えております。 

  また、高齢者の比率が人口の３割を占めるという現実であり、今後もこの比率が高まるも

のと予想をされます。高齢者の元気度が町の活性化の一助にもなり得ることになります。医

療、福祉、地域と行政が連携し、充実させていかなければならないと考えております。 

  また、庁舎については先ほどお答えしましたとおりでありますが、２年前の東日本大震災

は、私にとっても町民の皆さんにとっても予想だにしない未曾有の被害を受けた出来事であ

りました。私は震災後、その復旧に全力を注いでまいりました。放射能問題など、まだ災害

前の状況には回復はしていないものもありますが、公共施設はほぼ復旧した中で、庁舎の整

備が重要課題と考えております。両庁舎とも被災を受けている状況や、分散しているため不

便をおかけしていることなど勘案すると、早急に対応しなければならない喫緊の課題と考え

ております。 

  那珂川消防署についても、先ほど益子輝夫議員に答弁したとおりでありますが、那須烏山

消防署の完成には若干おくれますが、安心・安全の拠点と位置づけ、早期完成に向け、広域

行政事務組合に積極的に協力していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（鈴木和江君） 大金市美君。 

〔６番 大金市美君登壇〕 

○６番（大金市美君） 再質問させていただきます。 

  ４年間を振り返り、ただいまの答弁で大金町長の公約はほぼ達成されているものと再認識

をいたしました。しかし、役場庁舎については１年以上の年月がかかってしまいましたが、

過日の議会の特別委員会において意見が集約でき、本定例会の最終日に報告をする予定であ

ります。今後、詳細な計画や建設までには多くの困難や期日がかかることも予想されます。

また同様に、消防庁舎建設についても広域行政事務組合と連携が必要となりますが、若干の

期間を要するものを思われます。こういう状況の中で、これらの重点事業、懸案事業につい

ては大金町長がみずから陣頭指揮を執り、推進するべきと考えます。 

  先日の新聞報道によれば、再選出馬を表明と記事が載りましたが、ここで改めて町長の所

信を伺います。 

○議長（鈴木和江君） 町長。 

○町長（大金伊一君） 私は、那珂川町における課題が山積している中で、各種の懸案事項に

道筋をつけることが私に与えられた使命と考えております。また、将来に希望を持って安心
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して暮らせるまちづくりを目指し、来たる町長選に立候補し、これらの政策実現のため町民

とともに誠心誠意町政に取り組んでまいりたいと考えておりますので、多くの町民の皆さん

のご理解、ご支援をお願いしたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（鈴木和江君） 大金市美君。 

〔６番 大金市美君登壇〕 

○６番（大金市美君） ただいまの答弁で、改めて町長の意思は明らかになったものと思いま

す。町長の実績、人柄は町民等しく認めるところと考えます。10月の町長選挙については大

変厳しい戦いが予想されますが、ぜひ選挙戦を勝ち抜き、引き続き町政運営ができますよう

ご期待を申し上げ、私の一般質問とさせていただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長（鈴木和江君） ６番、大金市美君の質問が終わりました。 

  以上、一般質問を終了します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（鈴木和江君） 以上で、本日の議事日程は全て終了しました。 

  本日はこれにて散会します。 

  ご起立願います。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時００分 

 


